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序文

豊中市は、工業、商業の一大都市、大阪市北郊の衛星都市として、昭和 40年代以降、急速

に発展を遂げてまいりました。近年、住宅都市としての成熟期を迎え、少子高齢化を見据えた

高度福祉型社会への模索、災害に強いまちづくりなど、新しい都市像の模索が続けられていま

す。

本市の歴史は古く、最初の人類の足跡はおよそ 2万年前の旧石器時代にさかのぼります。以

後、近代にいたるまで、地域固有の豊かな歴史が育まれてまいりました。

この地域に住む人々の生活や文化については、文献史料の乏しい古墳時代以前はいうまでも

なく、中世期にあっても記録にとどめられる事象は限られています。そのため、発掘調査によっ

て土の中から見出された数々の文化財は、地域固有の豊かな歴史像を描く上で必要不可欠のも

のといえます。このような意味から、今後、国民共有の財産である埋蔵文化財をいかに整理し、

報告書にまとめ、活用への道筋を付けていくか、このことが大きく問われています。

市民にとって、自らが住まう土地の歴史や文化を知ることは、地域への愛着や誇り、アイデ

ンティティの醸成につながり、潤いあるまちづくりを実現していく上で不可欠なものと考えら

れます。埋蔵文化財の意義を明らかにし、その価値を多くの市民に発信していくため、本書が

少しでもその責の一端を果たすことにつながれば幸いです。

最後に、このたびの調査にあたりまして、事業者である(株)プレサンスコーポレーション

には、調査の実施に対し格別のご協力を賜りましたことを記し、厚く感謝申し上げます。また、

現地調査の遂行に際しましては、(株)島田組と現地担当の皆様には大変ご苦労をおかけいた

しました。さらに、本書の作成にあたり数多くの皆様からご指導、ご教示を得ましたことを記

し、上記各位に対しあらためて感謝を申し述べたいと思います。

平成 27年 (2015年)3月 31日

豊中市教育委員会

教育長大源文造



例 仁コ

1.調査地は、大阪府豊中市曽根東町6丁目 38-1他 6筆に所在する。

2.調査は、豊中市教育委員会事務局地域教育振興室が、事業主体者である(株)プレサンス

コーポレーションから依頼を受け実施した。現地調査は同室主幹服部聡志が担当した。

3. 現地調査は、平成 25年 5月 13日"'7月 31日まで実施した。

4. 現地作業は、(株)島田組が事業主体者からの依頼にもとづき、教育委員会の指示のもと

重機掘削、遺構掘削、排水等作業の一切を担当した。

5. 現地調査では、遺構実測等の作業を秋山研一、山岸信が行い、現地調査終了後の遺物実測

と図面作成等については、地域教育振興室 浅田尚子の指導の下、榎本純子、長谷川幸恵、

菅智津江が行った。

6. 本書の作成にあたっては、下記の方々からご協力を得た(所属省略、順不同)。

宮崎泰史、小浜成、藤田道子、新海正博、福永伸哉、中久保辰夫、桐井理揮、岩越陽平

7. 本書の作成は、編集・執筆を服部が担当した。

凡例

1.土色等の記載にあたっては、農林水産省農林水産技術会議事務局監修『新版標準土色帖』

に依拠した。

2.座標値は世界測地系による平面直角座標系第W系に基づき、単位はmで、ある。

3. 全体図及び遺構平面図の北方位、本文中の Nは座標北を示す。座標北と真北との関係は、

真北が座標北から東へ 18'振る。

4. 出土遺物の年代等については、下記の書籍等を参照した。

井藤暁子「弥生土器一近畿 1-J ~月刊考古学ジャーナル~ No.219 1983 

森田克行「摂津地域J~弥生土器の様式と編年~ 1990 

田辺昭三『陶邑古窯士止群』平安学園高校

京嶋 覚「難波地域の古代土器一土器における都市性の把握 J ~大阪市文化財協会紀要』

第 2号 1999

小森俊寛『京から出土する土器の編年的研究~ 2005 

中世土器研究会『概説 中世の土器・陶磁器~ 1995 
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第 1章遺跡の位置と環境

第 1節地理・地形的環境

豊島北遺跡は、豊中市曽根東町5丁目、同 6丁目、曽根南町 1丁目に所在し、東西 550m、

南北 400m、面積約 170，000rrfの規模を有する、当市としては中規模クラスの集落遺跡である。

市域は地形の上から、北部のE陵、西・南部の沖積低地に大きく区分される。豊島北遺跡は、

南部沖積低地に立地する遺跡としては最も北部に位置する。一方、遺跡の北を限る通称豊中台

地の末端部は、曽根段正と呼ばれる急な崖面をなし、原田集落から福井集落付近まで、東西ほ

ぼ一直線につづく極めて特徴的な地形を呈している。この崖は東の天竺)11からさらに高川を横

断し、吹田市側の榎坂、垂水、豊津、片山付近に至り、一般的には縄文海進期の浸食地形と理

解されている。遺跡はこの崖の直下に位置している。 旧水田面の標高は海抜 4.7mで、水系

としては、西の猪名川、東の天竺川のちょうど中間付近に所在し、直接的にはいずれの水系に

も属さない。

今ひとつ地形上の特徴として、遺跡北方の段正末端部における大規模な開析谷の存在があ

る。水資源確保に不利ともいえる立地を示す当遺跡、の成因を考える上で、この開析谷の存在は

今後検討を要する。

交通関係では、遺跡東方を南北に走る能勢街道が明治以後に整備されたが、江戸中期以前は

池田道あるいは大坂道などと呼ばれ、現ルートの東方、長興寺から西願寺橋、北条、小曽根か

ら小曽根渡しで神崎川を越えるルートが主で、あった。しかし今西玄章の編になる豊嶋郡誌の絵

地図には、この池田道とは別に、現在の中津付近から服部、岡町を経由する明治以後の能勢街

道に相当する道も描かれており、もとより古道として存在したことは確実である。中世以来の

穂積・服部集落や住吉市場、岡町界隈にある瑞輪寺や原田神社、遡って桜塚古墳群等の所在か

ら、古代以来、難波から神崎、そして豊嶋、豊能方面に続く南北の古道・能勢街道につながる

原初的な道がすでに存在したことは想像に難くない。一方、当遺跡の東側に隣接する服部遺跡

でも、弥生終末期における他地域産土器の出土から、河津としての性格をもっ利倉西遺跡・上

津島遺跡につながる東西の道が想定され、当遺跡東方において、さきの南北古道と直交するこ

とも興味深い。背後に段丘を控えるなど特異な立地を示す一方、東西、南北をむすぶこうした

交通路の存在が、集落の成因を考えるうえで重要な位置を占めるものと考えられる。

第 2節歴史的環境

当遺跡の歴史的環境について、おもに市域南部の遺跡を中心に概観したい。

旧石器時代 これまで豊中南部の沖積低地において、旧石器時代の遺物の出土は皆無である。

一方、市域北部の正陵部を中心に旧石器の出土地が集中する。しかし、蛍池遺跡からまとまっ

た資料がみられる以外、石器が単体で出土するなど、その内容は極めて限定的である。南部低

地で当該期の遺跡が発見されない理由として、 E陵南端部が縄文海進による浸食を受け段正地
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1 太鼓塚古1ft群 15 蛍池北(宮の前)遺跡 30 箕輪東遺跡 44 原田西遺跡 58 石蓮寺廃寺 72 小曽根南遺跡

2 野畑春日町古1ft群 16 蛍池東遺跡 31 箕輪遺跡 45 勝部遺跡 59 石蓮寺巡跡 73 上総面飯野溶

3 野畑遺跡 17 蛍池西遺跡 32 山/上遺跡 46 勝部東遺跡、 60 寺内遺跡 保科氏浜陣屋跡

4 野畑春日開T遺跡 18 蛍池遺跡 33 勝部北遺跡 47 原因城跡(北城) 61 手Ij倉北遺跡 74 上津島川床遺跡

5 小路遺跡 19 麻田首都事屋跡 34 走封遺跡 原田城跡(南城) 62 利倉遺跡 75 上津島遺跡

6 武蔵国岡部務安部氏 20 南刀根山遺跡 35 岡町北遺跡 48 原因遺跡 63 利倉南遺跡 76 上津島南遺跡

桜井谷陣屋跡 21 御神山古墳 36 岡町遺跡 49 曽娘遺跡 64 利倉西遺跡 7i 穂積ポンプ場逃跡

7 桜井谷石器散布地 22 上野遺跡 37 岡町南遺跡 !i0 曽根東遺跡 65 惟堂の前遺跡 78 鳥田遺跡

B 羽鷹下池南遺跡 23 青池吉境 38 桜塚古墳群 51 原田中町遺跡 66 服部西逃跡 79 庄内遺跡

9 待兼山古漬 24 熊野田遺跡 39 下原窯跡群 52 曽恨埴輪窯跡 67 穂積遺跡 80 島江迎跡

10 待兼山遺跡 25 金寺山廃寺 40 長興寺遺跡 53 豊島北遺跡 68 穂積村四堤 81 庄本遺跡

11 内田遺跡 26 新免宮山古1ft群 41 梅嫁古墳 54 曽根南遺跡 69 小曽根遺跡

12 柴原遺跡、 27 金寺山廃寺培剃住礎石 42. ri直輸散布地 55 城山遺跡 70 春日大社南郷田代

13 北万根山遺跡 28 木町遺跡 43 大岐城鉄砲奉行支配 56 服部遺跡 今西氏屋敷

14 桜井谷窯跡群 29 新免遺跡 焔硝蔵跡 57 若竹町遺跡 71 北条遺跡 宮崎は調査地点

第 1図 市内遺跡分布図

-2-



形を大きく変化させていること、洪積層が厚い沖積層に覆われ、深部にある遺跡を容易に検出

できないこと、などがあげられる。ただし、北部における旧石器の出土から、南部低地を含む

市域の広い範囲が旧石器人の活動エリアとなっていたことは想像に難くない。

縄文時代 縄文時代の遺跡は、正陵部の千里川流域と沖積低地北部に主として分布する。千里

川流域の縄文集落は、早期から終末期のほぼ全期間に及ぶが、いずれも長期の定住は認められ

ない。流域内で、の数グループ。の移動が想定されている。一方、沖積低地の遺跡として、穂積遺跡、

原田西遺跡、勝部遺跡などが知られるが、少量の遺物が出土したにすぎず、性格は必ずしも判

然としない。ただし穂積遺跡第 14次調査では、中期後半(住吉式)の土器、土錘などが出土し、

干満が顕著な遠浅の海を生産の場として活動した縄文集落の存在が想定される。また服部遺跡

第 2次調査では、前期(北白川下層式)の土器が出土し、段E上もしくはその直下に営まれた

集落の存在を推定させる。

弥生時代 南部沖積低地における弥生時代の遺跡は、縄文時代に比して飛躍的にその数を増

す。当遺跡の東方に展開する服部遺跡では中期~終末期の集落が、南方には後期後半~終末期

の大規模集落・穂積遺跡が所在し、ここからは住居跡に伴って加工途中の銅鉱や輔羽口などが

出土している。また天竺川より東方には前期~中期の拠点集落及び終末期の集落が営まれた小

曽根遺跡、終末期~古墳時代前期の北条遺跡がある。遺跡南西方の猪名川沿岸には、利倉西、

利倉南、上津島など後期後半から終末期、さらに古墳前期に続く集落群があり、猪名川河岸の

津とも目される遺跡を含む。一方、当遺跡北方の段正上でも、曽根遺跡、原田遺跡など、いず

れも後期から終末期に規模が拡大する。このように、南部沖積低地では、弥生時代後期後半以

降、集落数が増加するとともに、規模が拡大する集落が多いという傾向が看取できる。鉄器普

及などを背景とした生産力の向上とそれに伴う人口増、人・モノ・情報など流通ネットワーク

の整備、その延長としての地域社会再編の動きが、弥生時代後期後半~終末期に加速度的に進

んだことが想定される。

古墳時代 穂積遺跡では、弥生終末期から継続する古墳時代前期集落があり、初期須恵器や韓

式系土器を伴う中期集落へとつづく。南西部の利倉西遺跡も弥生終末期から古墳時代前期を経

て、初期須恵器を伴う古墳時代中期の集落に継続し、さらに海浜に近い島田遺跡も古墳時代前

期を代表する集落である。いずれも他地域産土器の出土が顕著にみられ、流通の要となる遺跡

である。ただし当遺跡東方に位置する服部遺跡では、弥生終末期に当地域有数の集落及び墓域

が営まれたにもかかわらず古墳時代集落に継続しない。古墳時代開始期における各地域、各集

落の様相は一様で、はなかったことを示している。

古代・中世 段正上に位置する曽根遺跡では、 8世紀から 9世紀を中心とする大型建物群が計

画的に営まれ、官街もしくは新興在地豪族の居館の可能性が想定されている。小曽根遺跡では、

6世紀末"'7世紀中頃の小区画水田や、春日大社荘園垂水西牧五ヶ村の一つ小曽根村の平安後

期~鎌倉期の屋敷跡が多数検出されている。中世服部村は穂積村からの分村とも考えられてい

るが、服部遺跡第 1次調査において比較的早い 10世紀の遺構・遺物も検出されている。また、

利倉西遺跡、では井龍組井戸などに伴い、 8"'9世紀の瓦、墨書土器を含む宮都系の土器、円面

硯、施紬陶器などが出土し、猪名川河岸とし、う立地から地域と外界への窓口としての港湾的機

能が想定されている。上津島南遺跡でも、難波宮固有の重圏文軒丸瓦をともなう井龍組井戸を
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第2図調査地点、と周辺の地形
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はじめ、宮都型土器を伴う 8世紀の建物群、瀬戸内海の物資流通を跡づける多量の遺物とそれ

を伴う 10r-...， 12世紀の建物群が検出されており、利倉とともに港湾的機能が想定されている。

第 3節過去の調査

豊島北遺跡における既往の調査について概要を記しておく 。

第 1次調査では、今回の調査地の北側隣接地において、マンション建設に先立ちトレンチ調

査を実施した。弥生時代終末期に属する溝 2条などが検出され、中でも山陰系蓋の出土は特筆

される。

第2次調査では、阪急宝塚線連続立体交差事業に伴い橋脚部分の約 30111を調査した。東西、

南北に直交する 2条の溝を検出し、うち東西方向の 1条は深さ 64cmの2段掘り状を呈する。

下層に中粒~粗粒砂の堆積が見られ、人工水路の一部で、ある可能性が高い。調査地は、現在、

市民ホールなど公共施設が集中するもと開析谷(芦田ヶ池)の谷口付近に位置することから、

沢水からの引水を目的とした濯蹴用水路の可能性も考えられる。出土遺物から、いずれも弥生

時代終末期の所産と見られる。

第3次調査は、豊中市立ローズ球場の観覧席リニューアル工事に伴い実施したもので、弥生

時代終末期の円形周溝墓5基をはじめ、方形掘形の柱穴を伴う 8世紀(推定)の建物、数度の

建て替えが想定される 9世紀の建物柱穴群、 11世紀以降の条里遺構、牛耕の痕跡が明瞭な 13

世紀の水田遺構などが検出された。中でも 5基の円形周溝墓は、 一部周溝を共有しつつ、径 8

mr-...， 10 mの等質的ともいうべき規模、内容を示す。服部遺跡第4次調査の前方後円形を含む

周溝墓群とはやや性質を異にしつつも、円形を基調とした当地域・当該期墓吊Ijの一端を明らか

第3図調査地点位置図 (1・5，000) 
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必ずしも明確で、はなかった 9世紀集落の一端を明らかにした。

第 4次調査は、マンションの建設に伴う調査で、弥生時代中期末~後期初頭の土坑 6基、溝、

7世紀以降の建物跡などが検出された。 W様式を中心とした遺物が今回調査地や服部遺跡第 5

次調査などでも確認されているが、これにつづく市域でも調査例が少ないN様式末"'V様式初

頭の遺構・遺物が注意を引く。

第 5次調査は、遺跡でも西端に近い位置にあたり、 9世紀後半'"10世紀中頃を中心とした

井戸、柱穴、溝が検出された。中でも緑粕陶器をはじめ、長沙窯製陶器片、白色土器などが出

土し、集落の性格の一端を示している。

次数 成果
弥生時代 古墳時代

前|中|後 前|中|後

第 1次調査i弥生時代終末期の溝 ...J 
2条、土坑など

第2次調査|弥生時代後・終末期の1
溝2条、ピットなど

弥生時代終末期の円形
周溝墓 5 、 8~9 世紀

第3次調査|の建物、 11世紀の条里 -: 
遺構

弥生時代中期末~後期

ー占.第4次調査|初頭の土坑6基、溝3 圃

条、 7世紀以降の建物
跡

第 5 次調査 I~世紀後半の井戸、 111
世紀の条里遺構

弥生時代終末期の井 ! 

第6次調査l戸、古墳時代中期の柱 -
穴、 7~8 世紀の建 ; 
物、 11世紀の条里遺構

豊島北遺跡調査一覧

<参考文献>

「豊島北遺跡J~新修豊中市史』第4巻考古平成 17 年 9 月

「豊島北遺跡第2次J~豊中市埋蔵文化財年報j] Vol. 1 平成 5年3月

「豊島北遺跡第3次J~豊中市埋蔵文化財年報j] Vol. 4 平成 8年3月

『

ー集落 ロ耕作地

「豊島北遺跡第4次調査J~豊中市埋蔵文化財発掘調査概要』平成 19 年度 平成 20年3月

「豊島北遺跡第5次調査J~豊中市埋蔵文化財発掘調査概要』平成 21 年度 平成 22年3月
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調査の経緯と方法第 2章

調査の経緯

今回の調査は、共同住宅の建設に先立つ事前発掘調査として実施したものである。平成 24

年 2月 5日、事業主より豊中市教育委員会に対し、共同住宅の建設にともなう埋蔵文化財発掘

届が提出された。教育委員会は当該土木工事による遺跡への影響を鑑み、平成 25年 1月 10日、

事業者側の協力に基づき確認調査を実施した。その結果、 3ヶ所のトレンチでは、いずれも現

地表から1.75 "-' 2. 2 mの深度において遺物包含層を、うち 1ヶ所のトレンチではピット 1個

を検出し、調査地点の全域にわたり遺跡が所在することが明らかとなった。建物の基礎工事は、

現地表から深さ 230cmの掘削が予定されており、遺跡に影響が及ぶことが明らかなため、事業

者側との協議にもとづき、住宅部分及び立体駐車場の基礎掘削範囲 454rrfを対象に本発掘調査

を実施する運びとなった。

第 1節

区ユJ' 
第 2節 調査の方法

X =136. 510 調査は、排土置き場の確保の必要性から、

住宅部分の調査範囲を南北の 2区に分割し、

立体駐車場部分と合わせ 3つの調査区に分

けて実施した。調査期間は、住宅南側部分

(第 1区南部)と立体駐車場部分(第 2区)

を5月 13日"-'6月 16日、住宅北側部分(第

x= 
136.530 

第 1区

回

1区北部)を 6月 17日"-'7月 31日として、

前後 2回に分けて実施した(第4図)。

掘削作業は、遺物包含層(第 5層)上面

までを重機により掘削し、第 5層より以下

の調査掘削をベルトコンベアーによる手掘

り作業により慎重に実施した。第 1区北部

の掘削に際しては、排土置き場の制約と、

梅雨の時期とも重なったことにより、結果

として第 5層上部を大きく削り込むことと

x= 
136.550 

口
一
山
守

-
g
w
H
〉

臼

と=己
署

〉

第4図調査区配置図 (1: 400) 

10m 

なった。そのため、第 5層上面の溝 1など、

残存深度の浅い遺構については、十分な調

査結果を得ることができなかった。

遺構のベース層となる第6層の直下には、

湧水層があり、調査は終始、降雨と湧水に

よる水対策と並行しながら進捗した。
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第 3章調査の成果

第 1節基本層序

( 1 )基本層序と遺構面

まず、調査地の基本層序について述べる。現地表面より約1.2 mの深さまでは現代の盛土層

(第 1層)であり、盛土層の直下に、近世~近代の耕作土(第2層)が約 20cmの厚さで堆積する。

第3層上部はそれ以前の耕作土と見られ、概ね近世に対応するものと推定される。

第3層下部は、灰オリーブもしくは黄灰色の比較的均質な細粒砂~中粒砂から構成される。

この層中には、厚さ 1'"'-'2 cmの薄い灰白色極細粒砂の堆積が観察され、第 1区南西部の土層

断面では上下におよそ 10cm程度の間隔をあけながら、おおむね3層程度が認められた。また

第 l区北東部の断面では、上の灰白色砂層の聞にも、厚さ 0.1'"'-' O. 6cmの極めて薄い白色極細

粒砂が複数ラミナ状に堆積する状況が観察された。これらの薄層は、粒径が均質であることか

ら、その生成は水に起因するものと想定される。第 3層は遺物が少なく、帰属する時代や性格

はなお判然としないが、おそらく鎌倉~戦国期を中心とした耕作土に相当するものと推定され

1 盛土ー第 1層

2 旧耕作土①(近代)・オリーブ黒色 (5Y3/1) シノレト~細粒砂 第 2層

3. I日耕作土②(近世以前)。暗灰黄色 (2.5Y4/2)細粒砂

4 灰黄色 (2.5Y6/2)細~中粒砂。白~灰色極細粒砂の薄層 (0.1 ~ O. 6mm厚)多数が水平ラミナ状に入る 0 ・第 3 層 (4~ 7J

5 黄褐色 (2.5Y5/3) 中~粗粒砂。中磯(申 0.5cm)含む

6 日音灰黄色 (2.5Y5/2) シノレト~細粒砂に黄褐色 (2.5Y5/6)粘土 60%含む

7.灰色 (N4/1)細~中粒砂

8. オリーブ褐色 (2.5Y4/3)細~中粒砂に暗褐色(lOYR3/4)?ンガン粒 30%含む 第4層

9.灰色(lOY4/1)シノレト~中粒砂。褐色(lOYR4/6)鉄分粒上部に密集 SD-lと同質

10 黒 (2.5Y3/2)細~中粒砂・黄灰 (2.5Y5/1) 中粒砂 20%含む

11 黄灰 (2.5Y4/1)細~中粒砂・褐(lOYR4/6)鉄分粒上部に密集 ー第4層

12 灰色(lOY4/1)シノレト~中粒砂

13 褐色 (2.5Y3/l)細~中粒砂。砂分多い

14 暗オリーブ褐色 (2.5Y4/3)細~中絞砂。マンガン粒少量含む …SP-3埋土 (9~ 11) 

15 黒褐色 (2.5Y3/2)細~中粒砂

16 黒褐色 (2.5Y3/2)細~中粒砂 50%に黒色 (2.5Y2/1)シノレト~極細粒砂、灰砂含む

17 黒褐色 (2.5Y3/2)細~中粒砂 40%・暗灰黄色 (2.5Y5/2 ~ 4/2) シノレト~中粒砂 30%・黒褐色 (2.5Y3/1)シルト~中粒砂 30%

18 暗灰黄色 (2.5Y5/2)極細~中粒砂に暗オリーブ褐色 (2.5Y3/3) ?ンガン粒 15%含む

19. 褐灰色 (10YR4/1)シノレト~極細粒砂に暗灰黄色 (2.5Y5/2)細~中粒砂 30%含む

20. 暗灰黄色 (2.5Y4/1 ~ 4/2)細~中粒砂

第5図第 1区東壁断面図 (1: 60) 
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る。土層の構成物は北部段正層に由来する洪水性の堆積物を基本とし、上述の砂層なども母材

の一部としつつ数百年の聞に形成されたものと推定される。砂の薄層が部分的に途切れ、水平

面として必ずしも連続しないこともこの証左と見られる。

第4層は、第 3層と同質の土を基本とし、条里に関係する溝 1や掘立柱建物 5の柱穴埋土も

ほぼ同質である。層中に第 5層と同様の遺物を含むことから、第5層を母材の一部としつつ形

成された耕作土層とみられる。第 l区北半部では、第4層~第 5層上面において直径 10cm内

外の植物の根株とみられる痕跡多数が検出された(図版4a)。また第 1区南半部でも、第 5層

に直径 1cm未満の無数の根跡(図版4b) が確認されている。第4層からの出土遺物に瓦器を

全く含まない点から、建物 5の廃絶から 11世紀代までに形成された耕作土と推定される。

第 5層は多量の遺物を含む包含層で、層厚 30"-' 40cmを計る。出土遺物は、弥生時代前期か

ら古代までの長期に及ぶ。第 l区北部の最下層に弥生前~中期の密度が高い点を除くと、層序

の上下にかかわりなく各時期の遺物が包含される。比較的緩い傾斜地とはいえ、背後に段正崖

という明確な地形変換点を控える場所であることを勘案すると、北部集落域からの遺物の流

入・再堆積の結果として形成された土層である可能性が高い。

第 6層は最終遺構面のベースとなる層序である。これより下部は、中粒砂~組粒砂層が粘土

層を挟みながら堆積し、ベース属のおよそ 50cm下の砂層から湧水が顕著となる。

遺構面の理解としては、 7世紀の遺物の帰属になお不明確な点もあるが、第5層上面は飛鳥

一一一----
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21 オリーブ黒色 (5Y2/2)細~中粒砂 第5層

22 灰色 (5Y4/1)細~中粒砂

23. 21と同 ー第5層

24 黒褐色(lOYR3/1)シノレト~極細粒砂に灰黄褐色(lOYR5!2)シノレト~極細粒砂(地山ブロック)30%含む

25 黒褐色 (2.51'3/1)極細~細粒砂。弥生土器多量に含む

26. オリーブ黒色 (5Y3/1)極細~細粒砂。弥生土器含む

2i 黒褐色 (2.51'3/1) シノレト~極細粒砂

28 黄灰色 (2.5Y4/1 - 3/1)健細~細粒砂

29. 黒色 (2.5Y2/1) シルト~細粒砂。第日層(地山ベース層)含む 第 5層

30 黒褐色 (2.51'3/1)シノレト~中粒砂 第5層

31 黒色 (5Y2/1) シノレト~短細粒砂・黄灰 (2.51'3/1)極細粒砂。地山ベース層 40%含む

32 オリーブ黒色 (5Y3/1)細~粗粒砂 ・SP-36埋土 (34-40) 

33 黄灰色 (2.5Y4/1)細~中粒砂

34 黄灰色 (2.5Y5/1)中~粗粒砂

35 暗灰黄色 (2.5Y5/2) 中粒砂

36. 里色 (2.5Y3/1)極細~細粒砂に黄灰色 (2.5Y4/l)中粒砂 40%含む

3i 黄灰色 (2.5Y4/1)細~中粒砂

38 黒色 (5Y2/1)粘土~中粒砂

39 黄褐色 (2.5Y5/6 - 5/4)粘土~粗粒砂 第6層(地山ベース層)

40. 黄灰色 (2.51'4/1)中~粗粒砂ー第6層(地山ベース層)
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l 盛土ー第 l層

2. 旧耕作土褐灰色(lOYR7/1)極細~中粒砂 ー第 2層

3 床土。灰黄色 (2.5Y7/2)極細~粗粒砂

4. 黄褐色(lOYR5/6)細~糧粒砂に黄灰色(lOYR6/1)細~粗粒砂 40%含む ー第 3層 (4~ 13) 

5. にぶい黄檀色(lOYR6/3)極細~粗粒砂に灰白色 (7.5Y8/1)細粒砂含む。明黄褐色(lOYR6/6)鉄分斑含む

6 にぶい黄色 (2.5Y6/3)極細~粗粒砂に灰白色 (7.5Y8/l)細~粗粒砂を含む

7 灰黄色 (2.5Y7/2)極細~粗粒砂に灰白 (7.5Y8/1)細~粗粒砂を含む

8 褐灰色 (10YR4/l)極細~粗粒砂。明黄褐 (10YR6/6) 鉄分斑が上部 2/3に顕著

9 灰黄色 (2.5Y6/2)極細~粗粒砂。灰白色 (7.5Y8/l)細~粗粒砂を含む

10 灰オリーブ色 (5Y5/2)極細~粗粒砂

11.灰オリープ色 (5Y5/2)極細~粗粒砂。灰白色 (7.5Y8/1)細~小磯含む

12. 灰オリーブ (5Y5/2)極細~粗粒砂土質4と同じ 少ししまりよい

13. 灰オリーブ色 (5Y5/2)極細~粗粒砂。灰白色 (7.5Y8/l)細~小磯含む

14 灰オリーブ (5Y5/2)極細~中粒砂に灰黄褐色(lOYR5/2)極細~組粒砂を 30%含む ー第4層

15. 黒褐色 (10YR3/1) シノレト~祖粒砂。小繰含む。弥生時代前期~7 世紀の土器を多く含む ・0第5層

16. 黒褐色 (10YR2/2) シノレト~祖粒砂。小磯含む。上部にわずかに土器含む 第 6層

17 にぶい黄褐(lOYR4/3)極細~粗粒砂。小磯含む

第6図 第 1区西壁南端部断面図 (1: 60) 

時代 (7世紀)，，-，平安時代(10世紀)、第6層上面は弥生時代前期~古墳時代中期 (5世紀後半)

とし、以下の記述はこの理解に従う。

( 2)第 1区北壁断面の観察

第 l区北壁の断面について、特筆すべき状況が観察されたのでここに記述する。

第 5層上面で検出された、条里に関係するとみられる溝 1は、ほぼ正方位を採る南北の溝

であるが、その上部の状況を北壁断面で観察すると、いくつかの留意すべき点が指摘できる。

一つは、溝 1の上部にあたる近・現代の耕作土(第2層)において、この溝の位置の東西で約

15cmの高低差が生じており、その境界に幅約 1mの畦畔が設けられていること。第2点として、

この畦畔に重複して、盛土で構築されたより古い時期の畦畔が存在すること。第 3点は、第 3

層下部の一部に、粗粒砂層を挟みながら還元性の青い色調を呈するやや乱れた土層が観察され

ること。 4点目として、第 1層の盛土中で、溝 1と重なる範囲に瓦斯、水道、下水など現代の

配管が埋設されているが、その直上は最近まで幅の狭い通路となっており、明確な敷地境界で

あったこと、などを挙げることができる。

溝 1は、後にも述べるように、 11世紀頃の条里に関係する溝とみられるが、このラインが中・

近世を経て、現代に至るまで土地境界として認識され続けたことを発掘調査で確認できたこと

は重要である。さらに、第3次調査で検出した南北溝の延長部に相当する可能性が高く、溝 1

- 10一



が当該地域における主要な土地区画ラインの一つで、あった蓋然性は高い。

付け加えるならば、溝 1は、第6層上面で検出した弥生中期以降の流路とも重複する。偶然

の可能性が高いが、条里区画の位置を決める要素の一つに、それ以前から続く部分的な凹所(流

路)が影響するような可能性があるかどうかについては、広域的な土地制度にかかわる問題で

もあり、今後の留意点のーっとしてのみ取り上げておきたい。
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1. 盛土ー第 1層

2. 旧耕作土①(近代) オリーブ黒色 (5Y3/1) シノレト~細粒砂 第2層

m
I
i
 

n
，ι
 

3. 旧緋作土②(近世以前) にぶい黄褐色 (2.5Y6/4) シノレトにオリープ褐色 (2.5Y4/6) シノレトプロック 30%を含む

4 旧耕作土②(近世以前) 暗灰黄色 (2.5Y4/2)細粒砂

5 灰オリープ色 (5Y5/2) シノレト~細粒砂 (5~7 は旧耕作土②に伴う畦畔)

6. 灰オリーフ色 (5Y6/2)細粒砂にオリーブ褐色 (2.5Y4/6) シノレトプロック 20%含む

7. 5に灰黄色 (2.5Y7 /2)紺l粒砂 40%含む

8. 灰黄色 (2.5Y6/2)細粒砂に黄褐色 (2.5Y5/6)鉄分斑を 30%含む 基本的に 3と同じ土

9. 2と6の混合。酸畔を補強する杭痕跡

10. 9と同。ただし 6の割合多い

11.にぶい黄栂色 (2.5Y6/3)細~中粒砂に暗緑灰色 (7.5GY4/1) シノレト~中粒砂 15%、黄褐色 (2.5Y5/6)班 5%を含む

12. 乾土灰色 (7.5Y4!J)細粒砂・混士暗青灰色(jOBG4/1)細~中粒砂。水分多く、還元性の色調

13.灰オリーブ色 (5Y6/2)細~中粒砂。流水の痕跡で、 12とともに水の通り道であることを示す

14.灰オリーブ色 (5Y5/2)細~中粒砂。シノレト含むが比較的均質な土質

15. 乾土。灰黄色 (2.5Y6/2)・湿土 日音青灰色 (5BG4/1)粗~中粒砂。上部ほど鉄分斑の発色(黄褐色 (2.5Y5/6))が強く、

酸化が進む 第3層

16.灰色 (5Y6/1)細~中粒砂 70%に灰オリーブ色 (5Y6/2)細~中粒砂、灰白色 (5Y8/1)極細粒砂、黄褐色鉄分斑 5%を含む。

17. 16とほぼ向。灰色 (5Y5/1)細~中粒砂が 70%

18.灰色 (5Y6/1)細粒砂に黄褐色 (2.5Y5/3) シノレト~細粒砂 35%、灰色(jOY5/1) シノレト 15%を含む

19.灰色 (5Y5/1)細粒砂でシノレ卜含む

20.灰色 (5Y4/1)細~中粒砂でシノレト含む 上部lこ7 ンガン粒密集 第 4層

21.乾土 H音灰黄色 (2.5Y4/2)・湿土暗緑灰 (7.5GY4/1)細~中粒砂。上部lこ7 ンガン粒(暗オリーブ褐色 (2.5Y3/3)) 50%含む。

SD-1埋士

22. オリーブ黒色 (5Y2/2)細~中粒砂。上部はやや淡い色調で灰色 (5Y4/1)に近い。この上面から水の浸み出しが多い。弥

生時代前期~7世紀の土器を含む 第5層

第7図 第 1区北壁東部断面図 (1: 60) 



第 2節第1区の調査

( 1 )第5層上面の遺構・遺物

ここでは、第 5層の上面で検出した遺構の他、第 5層掘削途中及び第6層上面で検出した遺

構のうち、明らかに 7世紀以降の遺物を含む遺構を取り上げる。掘立柱建物5棟、溝4条、そ

の他耕作に伴う小溝、ピットがある。

掘立柱建物 1 東西 2間 (3.6m)以上、南北 2間 (2.7m) の規模を持つ建物跡で、柱聞は

東西1.7 m、南北1.25 "-' 1. 45 mを計る。第 5層下部において検出したが、東壁断面にかかる

柱穴の一つは明らかに第 5層上面を検出面とする。柱穴は円形を呈し、直径は 26"'-'35cm 

深さ 10"'-' 25cmで、柱痕から推定される柱の直径は約 10"'-'15cmを計る。建物の主軸方位は

N-20
0
05'-Wである。建物中心部の柱穴も、他の柱穴と遜色のない規模であることから、およ

そ2間X2聞の総柱の倉庫となる可能性が高い。掘形の埋土は第 5層に第 6層のブロック土が

若干混じる。

柱穴からの遺物は極めて少なく、 SP-33、35から土器片 5点が出土しているにすぎない。混

入品である弥生土器以外では須恵器、土師器がある。須恵器蓋の小破片は外面平行タタキ、内

面ナデ、焼成はやや軟質で5世紀後半、土師器の薄い護体部破片は、外面ハケ、内面ナデ、厚

さ3mmで5世紀以前の所産とみられる。ただし、当建物は同時期の須恵器を含む第 5層の上

面を本来の検出面とすることは明らかであり、掘立柱建物 2との主軸の共通性などから、 7世

紀以降に属する可能性が高い。
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SP-l 

1 黒色 (2.5Y2/1) シノレトー (柱痕)

2 黒色 (2.5Y2/1) シノレトに黄灰 (2.5Y5/1) シノレト~中粒砂

50%含む

3 黒褐色 (2.5Y3/1)粘土~中粒砂

SP-2 

1 オリーブ黒色 (5Y3/2) シノレト~粗粒砂 (1、 2柱痕)

2 オリーブ黒色 (5Y212) シノレト~細粒砂。炭化物含む

3 オリーブ黒色 (5Y3/1)シノレト~粗粒砂。炭化物含む

4. オリーブ黒色 (5¥"3/1)シルト~粗粒砂

SP-4 

1.黒褐色 (2.5Y3/2)極細~粗粒砂ー(柱痕)

2 黒褐色 (2.5Y3/1)極細~粗粒砂

SP-5 

1 黒色 (7.5YR2/1) シノレト~粗粒砂 (柱痕)

2 黒色 (7.5YR7/1)シノレト~粗粒砂

3 褐灰色 (7.5YR4/1) シノレト~祖粒砂

4 黒色 (7.5YR2/1)シノレト~祖粒砂

SP-6 

1 黒色 (2.5Y2/1) シノレト~粒粒砂

SP-7 

1.褐灰色 (lOYR4/1~ 5/1)極細粒砂・ (柱痕)

2.褐灰色(1OYR61 1)極細粒砂

3.褐灰色 (lOYR4/1~ 5/1)極細粒砂

4. 褐灰色(lOYR4/1~ 5/1) シノレト~極細粒砂

第8図 掘立柱建物 1 平面図・断面図 (1: 80・1: 30) 
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掘立柱建物2 梁行3間 (3.3m)、桁行7間 (7.9m)以上の建物で、 1棟の規模としては比

較的大きなものである。桁行方位はN-34
0

55'-Wで、今回検出した建物の中では最も振り幅が

大きい。柱穴の掘形の形状は、いびつな円か、もしくは方形を志向するものが多く、直径もし

くは一辺 60'"'-'110cm、深さ 28'"'-'44cm。掘形埋土は、第 5層と同質の土を基本に第6層の暗灰

色細粒砂ブロックが混じる。この埋土は第 5層と基本的に同質のため、いずれの掘形も第5層

上面において検出できなかった。ただし、柱痕と見られる部分には、何れの柱穴にも黄色粘土

が混入するとしづ特殊な状況がみられ、第 5層上面検出時には、この黄色粘土で充たされた柱

痕部分のみが並んで検出された。井戸 1と重複する SP-18も、土層観察畦において黄色粘土(柱

痕)は確認されたものの、周囲の掘形はまったく確認できなかった。黄色粘土は、段正層に含

まれる粘土と同様の明るい色調を呈し、通常、柱穴に見られる柱痕の腐植土とは明らかに異な

る。黄色粘土の範囲から推定される柱の直径は約 20'"'-'30cm、柱聞は約1.66 mで、ある。

当建物の柱穴から出土した遺物は小破片に限られる。混入品とみられる弥生土器や須恵器の

他、わずかに 7世紀以降の所産かともみられる須恵器、土師器の破片がある(第 11図 1'"'-'10)。

1は須恵、器の査体部から口縁部にかけての破片で、大きさは推定による。灰白色の密な胎土

を有し、焼成はやや甘く、外面は回転によるカキメ風の調整、内面は丁寧なナデ調整が行なわ

れる。 2'"'-'4は土師器である。 2は体部破片とみられるが、板状に近いため大型の長胴警と推

定される。内面は斜め方向の粗いハケ調整、外面はナデ調整が行なわれる。 3、4も奮の破片で、

とくに 3は器壁が厚く、内外ともに粗いハケ調整が行なわれており、古墳時代の土師器とは相

当印象を異にする。 1'"'-'4は7世紀以降の所産とみられる。

5は土師器の窒破片とみられ、下部は格子目タタキ、上部は回転によるハケ状の痕跡を残し、

須恵器技法の導入を認める。 6'"'-'9は須恵器の窪体部破片で、胎土は密、色調は灰白色~灰黄

褐色を呈し、器壁は薄くつくられる。やや甘い焼成のものが目立つが、外面はシャープな平行

タタキ、内面は丁寧なナデ調整が行なわれる。これらは 5の土師器を含め、第 5層出土の須恵

器と同様、 TK208を前後する時期のものと推定される。 10は土師器の鍋もしくは甑の把手とみ

られる。

遺構の時期は、上の遺物に加え、第5層中から出土した 7世紀の遺物、及び建物4との重複

関係により、 7世紀を中心lこ8世紀中頃までの時期を想定しておきたい。

掘立柱建物 3 中央部付近で検出した 4個の柱穴で、北西一南東に並ぶ 3個の柱穴と東壁ぎ

わで検出した 1個の柱穴からなる。南北2間 (3.25m) 以上、東西 1間以上の規模を有する。

桁行方位は N-9020'-Wで、桁行の柱聞は1.6 m、梁行では1.9 mを計る。柱穴の直径 50'"'-' 

60cm、深さ 35cmで、何れも第 5層下部において検出した。埋土は第 5層と同質の土を主体に

第6層の暗灰色細粒砂をブロック状に含む。調査区東壁断面の観察によると、本来の検出面は

第 5層上面である。

柱穴からの出土遺物として、弥生土器、土師器、須恵器の小片 39点があり、須恵器の奮破

片では、外面を幅の狭いシャープな平行タタキ、内面を丁寧なナデ調整を行なうものが多く、

5世紀中頃から後半の所産とみられる。土師器には外面に粗いハケ調整を施す奮破片があり、

7世紀以降に下る可能性もあるが、遺構の時期を特定する根拠に乏しい。

-14-



ーと7

伝d

q 
② 

/ SP-17 

O 

，、， 、
、

~'" 

心
|→ 

可

Q
/
 

+ 
ゐ

o 
ヨ
SP-20 1. P. +4. Om 

l ミょ、¥ ¥イ
¥ ¥ てとミヶfベ ミ，->-)

1 褐灰色(IOYR5/1)極細粒砂にオリーブ褐

色 (2.5Y4/3)極細粒砂 20%含む

2 褐灰色 (10YR5/1)極細粒砂

3 褐灰色(IOYR5/1~ 6/1) シノレト~極細!粒

砂

1m 

G 
SP-9 

。

SP-152T. P. +4. Om 

附た ム -:;--SE

l 黒色 (2.5Y2/1)極細~粗粒砂

2 黄色 (5Y8/6~ 8/8)粘土

SP“16 T. P. +4. Om 

附モ三デ SE

1 黒褐色(IOYR3/1)極細~粗粒砂

2 黒褐色(IOYR21 1)極細~粗粒砂

2m 

E
O
守+

Sp-g T. P. +4. Om 

一」恥「寸寸「一 千 SE
N¥'I 寸てココ菜弓凶 1)

11)¥¥ 4- 刊+づ〆
(、」ラF 込
\----一ー~ 、ー/ -4 

1 褐灰色 (7.5YR4/l)極細粒砂に暗褐色

(7 5YR3/3) 怪細粒砂 10%含む

2 褐灰色 (7.5YR4/1) ンノレト~僅細粒砂に

褐灰色 (10YR5/1)極細粒砂 10%含む

3 褐灰色(IOYR5/j) シノレト~極細粒砂

4 褐灰色 (7.5YR4/1 ~ 5/1) シノレ卜~極細

粒砂

SP-1 1.P. +3.9m 

NW SE 
l ¥ 1 /ーイ
トィー¥与/ 4/ ぜ

作手タ 3 弓 ~3

6 

1 黒色(IOYR2/1)極細~粗粒砂

2 黒褐色 (10YR3/1)極細~組粒砂

3 黒褐色(IOYR3/ 1)極細~組粒砂に褐灰色

(10YR4/1)極細粒砂 20%含む

4 にぶい黄褐色(10YR5/3)僅細~粗粒砂

5 褐灰色(lOYR5/1)極細~中粒砂

6 褐灰色(lOYIWJ)後納~組粒砂

7 黄灰色 (2.5Y5/ 1) 極~Iト粗粒砂

SP-11 1. P +3.9m 
N附 - A _j-SE 

札¥¥ 1.，.;.<dJ.J 
4 "1ふ「\ o でえ4テ'1"手~4
5主主善弘/

6 

1 オリーブ黒色 (5Y2/2) シノレト~細粒砂

2 黄色 (5Y8/6~ 8/日)粘土

3 黒色 (2.51'2/1)細粒砂

4 黒褐色 (2.5Y3/2)細~中粒砂

5 灰オリーブ色 (5Y5/3) 中~組粒砂

6 オリーブ黒 (5Y3/2) 中粒砂

SP-12 1. P. +3. 9m 

NW ~一一一一一
人 2 l'¥Jパーーて一一寸-SE 

¥ 3 \←~ 1 L一二-----プ
¥〈主豆包 /'4 _________ 

4 

1 黒掲色(lOYR3/ 1)極細~粗粒砂に黄色

(2.5Y8/6)粘土ブロック含む

2・4 黒褐色(IOYR3/ 1) 極利I~粗粒砂に褐

灰色 (1OYR4/ 1) 含む

3 黒色(IOYR2/1)極細~粗粒砂

SP-13 T. P. +4. Om 

SWマξ安p-NE

1 黒褐色 (7.5YR3/J)極細位砂に明黄褐色

(IOYR6/8)粘土ブロック含む

2 黒褐色 (7.5YR3/l)極細粒砂に褐灰色

(7.5YR5/1) 極細粧砂 10%含む

3 黒褐色 (75YR5/1)短組紐砂に褐灰色

(7.5YR5/1)極細粧砂 25%含む

SP-14 T. P. +4. Om 

S¥'I は よル三ノ NE

1 黒褐色(IOYR3/1)極細~組粒砂

2 黒色 (10YR3/1) 極細~粒粒砂

第 10図 掘立柱建物2 平面図 ・断面図 (1: 80・1: 30) 
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(2.51'4/3)極細粒砂を各 10%含む
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む

2と問。ただし褐灰色(1OYR6/ 1)侮細粒砂 10%

2 

7 3 

平面図・断面図 (1: 80・1: 30) 掘立柱建物 3第 12図

掘立柱建物 2と重複して検出された建物である。東西 3間 (5.7m)以上、南掘立柱建物 4

梁行方位は N-1
0

30' -Eで、真北に近い。柱穴のの総柱の建物と見られる。北 2間 (3.96m) 

掘形は不整円形もしくは方形志向で、直径もしくは一辺 40"-' 55cm、深さは 11"-' 25cmでばら

つきが多い。比較的浅いものが多いことから、本来の掘り込み面はより高いレベルにあったと

また北西コーナーなど一部検出できなかった柱穴もある。SP-23は掘立柱建物 2

16 -

推定される。
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掘立柱建物4

明らかに掘立柱建物4が掘立柱建物2より新しいと判断できる。

柱穴から出土した遺物として須恵器杯、土師器杯の破片がある(第 11図 11"'-' 14)。

SP~26 から出土した須恵器杯蓋で、水平な天井部に低平な宝珠形のつまみが付く。 12"'-' 14は

SP~27 から出土した。 12 は須恵器の杯(杯 G) とみられ、推定口径約 8 cm、内外ともに回転ナ

13は土師器の杯で、精良な胎土でにぶい樺色を呈し、口縁端部はわずかに開く。

111土

第 13図

の SP-14と重複し、

デ調整による。

11の口縁端部内面ににぶい凹線を巡らす。14は土師器の杯で、やや粗い胎土で樺色を呈し、

いずれも 8世紀の所産である。

掘立柱建物 5 調査区南端で検出した東西 2問 (3，94m)、南北 2間 (4，4m)以上の規模を

持つ建物で、ある。東壁にかかるピットや西側の小ピットを庇の一部とすれば、最大東西4聞の

杯蓋をはじめ、

両面庇の付いた建物が復元できる。柱聞は東西 2.0m、南北 2.2"'-'2.4 mを計り、南北方位は

柱穴は直径 40"'-'50cm、深さ 35"'-'46cmで、埋土は第4層と同質のオリー

ブ黒色 (5Y3/1)細粒砂を基本とする。溝 1や溝 3とともに、第 5層上面において最も明瞭に

検出できた遺構である。溝 1や溝3と重複するが、いずれの柱穴も溝の完掘後に検出している

N-30
45'-Wである。

ことから、溝の方が新しい可能性が高い。

第 15図 1"'-'4は SP-44から出土した。 1は土師器の皿で、精良な胎土で灰白色を呈し、推

定径 9.8cmを計る。いわゆる「て」字状口縁を有するもので、口縁端部は上方に短くつまみ上げ¥

内面は丁寧なナデ、外面はナデを施す。

2は浅い椀で口径 13.6cm、細粒砂をやや多く含む胎土で淡い撞色を呈する。口縁部に横方向

の5齢、ナデを行なうことで体部との境界に段を生じる。口縁端部内面は浅くくぼませ、端部は

口縁部内外はヨコナデ、端部外面に細し、回線が入る。

口縁部内外はヨコナデ、体部内面は丁寧なナデ、外面は指頭成形のまま

3は土師器の高台付椀とみられ、精良な胎士で灰黄色を呈し、推

口縁部外面に強いヨコナデを行なうことにより体部との境界に段が生

ウ

t

シャープに仕上げる。

の雑な仕上げとなっている。

定口径 16.8cmを計る。



体部外面は指頭成形のままの凹凸を残し、内面は上部をヨコナデ、下半はナデ調整

高台の高さ O.8cmを計る。胎土は精良で、淡い

じている。

4は土師器の高台で、底径 7.3cm、

5は SP-50から出土した。黒色土器A類の口縁部で、推定口径 15.4cm。胎

士に 1凹以下の砂粒を含むが全体として精良で、色調は外面は灰黄色、内面は黒褐色を呈する。

を行なう。

赤褐色を呈する。
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炭化物少量含む
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wてす E
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下部ほど砂質強い
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平面図・断面図 (1: 80・1: 30) 
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掘立柱建物 5第 14図



外面はナデ、内面はミガキを行い、 ¥イ 三マ ¥立 ヌ光沢を発する。

以上の遺物は、「て」字状口縁の ミミ可4 r 
早い段階のものを含むこと、土師

、亡ー一寸 :''V'' 4 

器椀や高台の形状などから 10世紀
戸警 え

。 10cm 

の所産とみられる。

第 15図 掘立柱建物 5 出土遺物 (1・4)

溝 1 調査区東側を南北にはしる溝で、幅1.1'""1.7m、検出した深さ 5cm前後を計測する。

中央付近で一旦途切れるが、 SP-45と重複する南側の溝5も位置関係から溝 1の延長部である

可能性が高い。検出した長さ 14.4m、走行方位は N-O
O

50' -Eで、掘立柱建物 3と同様、ほぼ

真北方向である。溝の断面形状は緩やかな弧状を示し、第4層と同質の灰オリーブ色 (5Y4/2)

細粒砂を埋土とする。最も新しい掘立柱建物 5の柱穴の残存深度が浅い点を勘案すると、耕作

にともなう削平や撹乱が、第 5層上部に相当程度及んだものとみられる。このことは、第4層

中に第5層と同様の遺物を多量に含むこととも符合する。

溝 1からの出土遺物は極めて少ない。 7世紀以前の土器片が散見されるが、いずれも細片で、

管状土錘が実測できた唯一のものである(第 18図1)。灰黄色の精良な胎土を有し、直径2.8cm、

Wl!:立yE
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2. 11こ地山ブロックを含む
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1 褐灰色 (10YR5/1)極細粒砂に暗褐色

(!OYR3/4)極細粒砂 25%含む

2 褐灰色 (!OYR5/J) 極細粒砂に褐灰色

(!0¥'R6/1)極細粒砂 15%含む。有機物含む

3. 2とほぼ向。より H齢、色調。

4. 3に褐灰色 (!OYR6/1)極細粒砂 150/0含む

SP-42 T. P. +4. Om 

、~
1 .褐灰色 (!OYR6/J)極細粒砂に黄褐色

(!OYR5/6)極細粒砂 3%含む

2 褐灰色 (!OYR5/1)憧細粒砂

SP-23a T. P. +4. 15m 

w¥ー::::L:::::7S 

1 黄灰色 (2.5Y5/1)健細粒砂にオリー

ブ褐色 (2.51'4/4)極細粒砂 70/0含む

SP-37T.  P. +4. 2m 

州¥ーl7SE 

1 褐灰色 (!OYR5/1)極細粒砂にオリー

プ褐色 (2.51'4/4)極細粒砂 7%、灰

色 (5Y5/1)憧細粒砂 10%含む

SP-40 T. P. +4. 2m 

W¥一-=:c:::::7"E 

1 黄灰色 (2.5Y5/1)極細粒砂にオリー

ブ褐色 (2.5Y4/4)極細粒砂 7%含む

sヒ主左目 N 

1.褐灰色(!OYR41 1 - 5/1)極細粒砂に

褐色 (!OYR4/4)極細粒砂 15%含む

2.褐灰色(!OYR41 1 -5/1)極細粒砂に

褐色 (10YR4/4)極細粒砂 20%含む

3 褐灰色 (!OYR4/1-5/1)極細粒砂。

木片含む

SP-24 T. P. +4. Om 

¥'マ下1¥3二ァE
\5γで~4
¥¥2  ))匂

」ー 5

1 褐灰色 (!OYR5/1-6/1)極細粒砂に暗褐色

(!OYR3/4)悔細粒砂 7%含む (柱痕)

2 褐灰色 (!OYR5/1-6/1)極細粒砂。有機物含

む

3 褐灰色 (!OYR5/1-6/1)極細粒砂に暗褐色

(!OYR3/4) 極細粒砂 10%含む

4 褐灰色 (!0¥'R5/1)極細粒砂に時褐色

(!OYR3/4)極細粒砂 10%含む

5. 褐灰色(JOYR5/1-6/1) シノレト~傾細粒砂

SP-41 

s 
T. P. +4. 1m 
N 

1 黒色 (5¥'2/1)極細~粗粒砂

2 オリーブ黒色 (5口/1) 極細~祖粒砂に黒色

(5¥'2/1)極細粒砂 -10%含む

3 オリーフ黒色 (5¥，3/2)極細~中粒砂

4 黒色 (5¥'2/2)僚細~祖粒砂

5 黒色 (5¥'2/1)極細~組粒砂

。
E二工二1

1m 

第 16図柱穴・ピット断面図 (1: 30) 
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溝 a-a'断面(第9図) T. P. +4. 3m 

1 褐灰色(lOYR5/1)極細粒砂に褐色 (7.5YR4/6)極細粒砂

10出含む

2 褐灰色(lOYR5/1)極細粒砂に褐色 (7.5YR4/6)極細粒砂

30%促状に含む

溝 1 SP-28 b-b'断面(第9図)

一一寸~~ー「「

1 黄灰色 (2.5Y5/1)極細粒砂にオリーブ褐色 (2.5Y4/3)

極純粒砂 10%含む

2 黄灰色 (2.5Y5/1)極細粒砂にオリーブ褐色 (2.5Y4/3)

極細粒砂 25%含む

T. P. +4. 2m 

溝 3 a-a'断面 溝 4 d-d'断面
T.P. +4.1m 

てこEコf

1 灰色 (5Y4/1)細~粗粒砂

T. P. +4. 1m 

1.灰オリーブ色 (5Y4/2)極細~粗粒砂

溝 3 b-b'断面 溝 4 e-e'断面
T.P. +4.1m 

一て二フー

灰色 (5Y4/l)細~粗粒砂

¥一一一1..--二二二フー

1.褐灰色(lOYR5/1)極細粒砂に黄褐色

(lOYR5/6)極細粒砂 3%含む

溝 3 0-0'断面
T. P. +4. 1m 

\一~

溝 5 h-h'断面
T.P. +4.1m 

「ヒ二二三戸7

1 オリーブ黒色 (5Y3/2)極細~粗粒砂1 黄灰色 (2.5Y4/1)極細粒砂に黒褐色

(2.5Y3/1)極細粒砂 10%含む

O 
。 2m 

溝 2 0-0' 断面(第9図)

T.P. +4.2m 
-て二二二平ア

褐灰色(lOYR4/l)極細粒砂にオリーフ

褐色 (2.5Y4/4) 2見合む

溝 2 d-d'断面(第9図)

T. P. +4. 2m 
ー「ミ二二c:::::="ー

褐灰色(lOYR4/1)極細粒砂にオリープ

褐色 (2.5Y4/4) 2 %含む

m川

l
 

1
 

溝 6、 7、 8 f-f'断面 T. P. +4. 2m 

---Lー→γτ~

1.灰色 (7.5Y5/1)極細粒砂に褐色

(lOYR4/5)極細粒砂 15%含む

2.灰色 (7.5Y5/1)極細粒砂に褐色

(lOYR4/6)極細粒砂 25%含む

3 灰色 (7.5Y5/1)極細粒砂に暗オリーブ

色 (5Y4/3)極細粒砂 7%含む

溝9 g-g'断面
T.P. +4.1m 

一て=---

1 黄灰色 (2.5Y5/1)極細粒砂に褐色

(7.5YR4/6)極細粒砂 2目含む

第 17図溝平面図・断面図 (1: 80・1: 30) 
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長さ 3.65cm、径約 1cmの孔をもっ。古墳時代以前の紡錘形のものとは異なり、非常に丁寧な

っくりで、 7世紀以降の所産とみられる。したがって遺物から遺構の時期を特定することは難

しいが、重複する掘立柱建物 5が 10世紀と推定されることから、建物の廃絶後、おそらく 11

世紀以降に掘り込まれた溝である可能性が高い。条里に関連するものであることはほぼ明らか

で、その規模から水路もしくは耕作地の区画を目的としたものと推定される。

方に位置する第 3次調査地点東部で検出した南北溝につながる可能性が高い。

なお、当溝は南

溝 1と平行にはしる同時期とみられる溝で、幅 30------40cm、深さ 5cm、検出した長さ 3.1 

mを計る。溝 1が水路もしくは耕地区画を目的としたものであるのに対し、当遺構及び溝 6------

8は、鋤溝など直接的な耕作の痕跡と推定される。埋土は溝 1と同様、第4層とほぼ同質であ

溝 2

る。

第 18図2は土師器の杯で、推定口径 21.6cm、精良な胎土を有し淡い燈色を呈する。口縁部

はやや外反し、端部内面に 1条の凹線を巡らして明瞭な段をつくる。内外ともにヨコナデを行

い、内面に暗文は認められない。 8世紀の所産であり混入品とみられる。

溝 3 調査区南部を東西にはしる溝で、幅 50------90cm、検出長 4.9m、深さ 5cm前後、走行方

位は N-84
0
50'-Eである。断面形状は緩い弧状を示し、他の溝と同様、第4層と同質の土を埋

土とする。掘立柱建物 5の北側柱穴列と重複するが、耕作に伴う溝と推定する。西端部は調査

区内で途切れ、西壁断面において溝3を検出できなかったことから、溝 3掘削以後の耕作によ

る削平が当遺構の一部を消滅させる程度にまで及んでいたことが確認できる。遺構の時期は、

掘立柱建物 5の廃絶直後から溝 1の掘削まで、 10世紀後半------11世紀と推定される。

溝 3の出土遺物として、士師器の杯、高杯、護がある(第 18図 3------6)0 3の杯は、口径

11. 4cm、器高 3.5cm。精良な胎土を有し、浅黄樫色の色調を呈する。体部は丸く、口縁端部内

面に内傾する面をもっ。口縁部外面

から内面はヨコナデ、底部外面は指 ヌ

三弓

「

て二

でe 
口一日

J勝~~亡c:[7， 

千二日it-FT:

頭による成形痕をとどめる。無文の

簡素なっくりである。 4は高杯の杯

部で、推定口径 14.4cm。精良な胎土

で淡い櫨色を呈する。直線的に開く

体部から口縁部がやや内奇して伸び、

端部は丸くおさめる。口縁部内外は

ヨコナデ、その他をナデで丁寧に調

整する。 3と同様、暗文はない。

は皿で、推定口径 21.5cm、器高 2.7cm 

5 

10cm 

3-6: i茸3
7 : i梓4

と=ロ

出土遺物 (1: 4) 

1 : i梓1

2 : I茸2

三ニピ7

溝:1-4 第 18図

子二ヨ

ワム

を計り、器壁は 0.9cmの厚さがある。

胎土に細粒砂をやや多く含み、色調

はにぶい櫨色を呈する。内外ともに

丁寧なナデが行なわれ、内面には格



子状の暗文が施される。 6は警で、推定口径 31.6cm、浅黄櫨色の色調を呈する。張りのない

体部から口縁部が屈曲して聞き、口縁端部にはヨコナデによる面をつくる。体部外面は細かい

ノ¥ケ、内面はハケもしくは板ナデによる調整を行なう。 3、4は7世紀、 5、6も8世紀以前

の所産とみられ、いずれも混入品である。

溝4 r茸3とほぼ直交して走る溝で、幅 30'"'-'40cm、検出長4m、深さ 5cmを計る。断面は緩

い弧状を呈し、埋士は第4層とほぼ同質である。走行方位は N-8
0
45'-Wで、検出した溝の中で

は走行方位が最も大きく西に振る。耕作に伴う溝と推定する。

第 18図7は土師器の翠で、推定口径 17.2cm。張りの弱し1体部から口縁部が丸く外反して開

く。口縁端部内面には段を有する。外面にタテ位のハケ、それ以外はナデ、ヨコナデによる。

7'"'-'8世紀の所産で、混入品とみられる。

( 2)第 5層下部~第6層上面の遺構・遺物

ここでは第 5層下部および第6層上面で検出した遺構を取り上げる。前項で述べたとおり、

第 5層下部以下で検出した遺構のうち、明らかに 7世紀以降の遺物を含む遺構はすでに第 5層

上面の遺構として取り上げた。

検出した遺構として柱穴、ピット、井戸、土坑、流路、溝などがある。時期的には、概ね弥

生時代~古墳時代中期に相当する。

柱穴・ピット 柱穴、ピットは約 40個を検出した。規模は直径 20'"'-'80cm、深さは 40cm未満

のものが多い。規模、形状、埋土、出土遺物等において特段の留意点はないが、柱痕が確認で

きた SP-61、埋土中から蔽石が出土した SP-64などが注意を引く程度である。ただ SP-61を含

む調査区北西部のピット群は、規模、断面形状ともに柱穴として遜色ないものが多く、かっ古

墳時代中期の土師器、須恵、器、製塩土器などを伴うものが散見されることから、同時代の建物

遺構が調査区から西方に向かつて展開している可能性が高い。

ピットから出土した遺物のうち、図示できたものとして SP-58出土の土師器警の口縁部(第

24図1)がある。推定口径 21.5cmで、端部は内側に肥厚して内傾する面をなし、明瞭な段を

つくる。第 5層の須恵器と同じ古墳時代中期の所産とみられる。

井戸 1 第 l区中央付近で検出した素掘りの井戸である。東西1.5 m、南北 2.0mの楕円形を

呈し、深さ 1mで、断面 U字状を呈する。埋土は大きく 2層に分かれ、下層の堆積後、多量の遺

物が一括廃棄されていた。土坑 3及び掘立柱建物 2の柱穴 SP-18と重複し、何れの遺構にも先

行する。

井戸 1からは弥生時代後期後半~終末期の特徴を有する多くの遺物が出土した(第 22・23

図 1'"'-' 57) 0 2、13、52の他はすべて上層の廃棄土器である。 1'"'-'5は広口査の口頚部である。

1は口径 18.3cm、2は 19.8cm、3は推定口径 13.2cmで、いずれも口縁部が大きく外反して聞き、

端部は面もしくは凹面をなす。 1、2は口縁部外面にタタキの痕跡がみられ、いずれも内面は

- 22-
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SP 54 T. P. +4. Om 

WE\ ー~E

1.オリーブ黒色 (5Y3/1)極細~粗粒砂

SP-58 T. P. +4. 1 m 

℃ア
1 オリーブ黒色 (5Y3/2)極細~粗粒砂

2. オリーブ黒色 (5Y3/1)極細~粗粒砂。

炭化物含む

3 オリーブ黒色 (5Y2/2)極細~粗粒砂。

中央付近に地山ブロック多く含む

SP-61 T. P. +4. 1 m 

¥ 2 I I 3 ? E 

141 1 15 ( 
¥ 6 I )...-/ 

1 褐灰色(lOYR4/1)極細粒砂に黒褐色

(lOYR3/1)憧細粒砂 50%含むー (柱痕)

2. 褐灰色(JOYR4/!) 極細粒砂に明黄褐色

(2. 5Y6/6)極細粒砂 25%含む

3.褐灰色(JOYR4/1)極細粒砂に暗褐色

(JOYR3/4)極細粒砂 15%含む

4. 2に明黄褐色 (2.5Y6/8)粘土ブロック

20%含む

5. 3とほぼ同

6. 5とほぼ向。粘質が強い。

SP-69 T. P. +3. 9m 

N一℃ア-S

1 黒褐色 (2.5Y3/1) シノレト~細粒砂

S P-7T.  P. +4. 1m 

NW\ゾ~-SE

1.黒色 (5Y2/1)極細~粗粒砂

SP-74 T.P.+4.1m 

砂粒

E
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色灰黄ー

SP-79 T. P. +4. 1m 

人〕
1 褐灰色(JOYR4/1)極細粒砂に暗オリー

フ色 (5Y4/3)極細粒砂 7%、褐灰色 SP-85 

(JOYR6/1)極細粒砂 10%含む s 

SP-8 T.P. +4.0m 

W 7\\」一~E
1.黒色 (2.5Y2/1)極細~粗粒砂

SP-55 T. P. +4. Om 

Wて-;;JE

1 黒褐色 (5YR2/1)極細~粗粒砂

SP-59 T. P. +4. 1m 

WてケE

1 褐灰色(JOYR4/1~ 5/!)極細粒砂に暗褐色

(JOYR3/4)極細粒砂 10%含む

SP-63・62 T. P. +4. 1m 

S-g了
1 褐灰色(lOYR5/1~ 6/!) シノレト~極細粒砂

に暗褐色(JOYR3/3)極細粒砂 3%含む

2 褐灰色(lOYR6/1) シノレト~組粒砂

SP-64 T. P. +4. 1m 

，，-E W 、 fi
""， 1 ~I 

ト ι

鼓右寸了汽 j 

一¥. 3 ~ 

1 褐灰色(lOYR4/1)極細粒砂に暗褐色

(JOYR3/4)極細粒砂 15%含む。敵石浪人

2 褐灰色(JOYR4/1)極細粒砂に暗渇色

(JOYR3/4)極細紋砂 10%含む。有機物含む

3 褐灰色(JOYR4/1) 極細粒砂に黄灰色

(2.5Y5/1)緩細粒砂 7%含む

SP-70 T. P. +3. 9m 

Nす s

1 黒褐色 (2.5Y3/1)シノレト~細粒砂。下部ほ

ど粘質強い

SP-75 T.P. +4.0m 

W ? 

\一一~
1.黒褐色(JOYR3/2)極細~粗粒砂。炭化物含

む

SP-84 

W~三三三?-E
1 黒褐色 (2.5Y3/1)根細~粗粒砂

2 黒褐色 (2.5Y3/1)極細~粗粒砂に黒褐色

(2.5Y312)極細~祖粒砂 40%含む

SP-56 T. P. +4. 1 m 

7
 

l オリーブ黒色 (5Y3/t)極細~粗粒砂。

炭化物含む

2. オリーブ黒色 (5Y212)極細~粗粒砂

3. 黒色 (5Y2/1)極細~組粒砂

SP-60 T. P. +4. 1 m 

'[/' 
1 褐灰色 (10YR4/1~ 5/1)極細粒砂に暗

褐色 (JOYR3/4)極細粒砂 10%含む

SP-67・66

川て去三〉アSE

1 オリーブ黒色 (5Y3/1)極細~粗粒砂

2 黒色 (5Y2/1) シノレト~粗粒砂

SP-68 T. P. +4. Om 

Uメジs

1.オリーブ黒 (5Y2/2) シノレト。下部ほど

細~中粒砂多い

2 オリーブ黒 (51'3/2) シ/レ卜

SP-72 T. P. +4. Om 

W -玉三三rE

2 

1 褐灰色 (JOYR4/1~ 5/!)極細粒砂に暗

褐色 (JOYR3/4)極細粒砂 10%含む

2 褐灰色(lOYR4/1~ 51!)極級粒砂に褐

灰色 (10YR5/1)極細粒砂 40%含む

SP-78 T. P. +4. 1 m 

wて工アE

1 褐灰色(JOYR4/1)極細粒砂に暗褐色

(JOYR3/3)極細粒砂 10%、褐灰色

(JOYR6/1)極細粒砂 15%含む

SP-87 T. P. +4. Om 

W~弓二;;=- E 

1 灰色 (5Y4/1)極細~粗粒砂にオリープ

黒色 (5Y3/1)極細~粗粒砂 50%含む

SP-8 T. P. +4. Om 

--------...\三~-N

1 オリープ黒色 (5Y3/1)極細~粗粒砂

2. 黒褐色 (7.5YR2/2)極細~組粒砂

第 20図柱穴・ピット断面図 (1: 30) 
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ハケにより調整する。 1、2は灰白色、 3は浅黄樫の色調を呈し、ほぼ直立する頚部から口縁

部が外反する。 4は推定口径 17.4cmで、外反する頭部から口縁部が鈍く屈曲して立ち上がり、

端部はまるくおさめる。外面はハケ、頚部内面は横方向の丁寧なミガキが施される。 5は口径

20cmで、口縁部が大きく外反し、上下に拡張した端面には幅が不揃いの 5条の凹線を巡らす。

頚部外面は縦方向のミガキ、内面は横方向の丁寧なミガキを施す。

6""'8は二重口縁壷の口縁部及び頭部である。 6は口径 23cm、口縁部の稜は明瞭で、口縁

端部は外傾する面をなす。口縁部外面

はハケののちミガキを行なう。 7は頭

部径 8.3cmで、やや内傾気味に直立す

る頚部から大きく屈曲して開く口縁部

をもっ。外面は丁寧なミガキ、内面

もミガキの痕跡を残す。 8はやや内傾

気味に直立する頚部をもち、頚部径

11. 9cm、短く屈曲して開く口縁部から、

さらに上部が緩やかに屈曲して外反す

るとみられる。内外ともにミガキが施

さ才しる。

9は小形の査で、口径 4.6cm、器高

7.7cm。体部中位に最大径があり、短

く外反する口縁部をもち、底部は小さ

な平底をなす。

10""' 13は壷の底部とみられる。何

れも突出度が高く、上げ底につくられ

る。外面はナデもしくはミガキ、内面

もナデかミガキを行なう。図示した底

部は全て灰白色の色調を呈する。

14は台付査で、直線的にすぼまる

体部下半からハ宇に広がる脚部を有す

る。体部外面は縦方向のミガキ、内面

も一部ミガキの痕跡を残す。脚部には

3方程度の透かし孔を開ける。

15""'37は窒である。おおむね大・中・

小の 3種に分類できる。大型のものは

口径 16""'17cm、器高 24""' 26cm (15、

16)、中型のものは口径 14""'15cm (19 

""' 25、30)、小型のものは口径 12""' 

13cm (26、29、30""' 32) である。形

態の特徴としては、まず完形に近い

トトベ
1'"' 
「ヨ

+ ... T. P. +4. 1m 

ヨ;

o 1m 

1.明黄褐色(lOYR7/6) 粘土~極細粒砂を小ブロック状に含むコ SP← 18 (建物 2) 

の柱痕部分

2. SP-18の掘形。 3との識別aJ難

3 褐灰色(lOYR5/1~ 6/1) 極細粒砂に暗褐色 (lOYR3/3)極細粒砂 20%含む。

4 褐灰色 (IOYR4/1) 極細~'I'j主砂。 4~6 須恵器片含む。

5 黒褐色(lOYR2/2) 極細~中粒砂

6 黒褐色 (7.5YR2/1) 繊細~中粒砂

7. 褐灰色 (lOYR5/1~ 6/1)シノレト~極細粒砂に暗褐色(lOYR3/3)極細粒砂 7%含む。

廃棄土器多量に含む

8. 褐灰色(lOYR5/1~ 6/1) シノレト~極細粒砂に時褐色(lOYR3/3) 極細粒砂 10%

含む

9.褐灰色 (lOYR5/1) シノレト~極細粒砂に暗褐色 (JOYR3/3)極細粒砂 5 % 褐灰

色(lOYR6/1) 極細粒砂 10%含む 小軍事極少量含む

10 褐灰色(lOYR5/1) 粘土~極細粒砂に褐灰色(lOYR6/1) 悔細粒砂 20%ブロック

状に含む

11. 9とほぼ同。ただしオリーブ褐色 (2.5Y4/3)極細粒砂 3 %含む

12 褐灰色 (7.5YR5/1) シノレト~極細粒砂に黒褐色 (7.5YR3/1) 侮細粒砂 5%含む

第 21図 井戸 1・土坑3 平面図・断面図 (1: 40) 
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第 22図井戸 1 出土遺物 1(1: 4) 
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15 ""' 18が、いずれも口径に対し器高が高く、最大径が体部上半にあり、形態的にはやや古い

様相を残す。これに対し 19、20は、体部が丸みを帯び、口径に対し器高が低いといった特徴

をもち、新しい要素といえる。口縁部形態は、体部から屈曲して外反し、端部を丸くおさめる

ものが大半を占めるが、その他、端部をやや上方につまみ上げ、外傾する端面をもつもの(15、

27)がある。以上の窒は、いずれも外面を粗し、タタキ、内面はハケもしくは板ナデ、ナデによ

り調整される。ただし、 16、23、25は口縁部外面及び体部外面の一部にハケ調整が認められ、

ノ¥ケの多用傾向も新しい要素である。

以上は伝統的弥生後期型空の系譜上のものであるが、これ以外に、体部から口縁部がくの字

に屈曲して直線的に聞き、口縁端部をつまみ上げて垂直の面をなすもの (28) が目を引く。体

部形態は不明ながら庄内奮の影響も考慮すべきであろうか。 33""' 37は口縁端部を上方に引き

伸ばし、外側lこ強し、ナデによる凹面をなす、有段もしくは受口状の口縁を有するものである。

バリエーションがみられるが、強いて言えば 37は瀬戸内系、 33、34は北近畿に多い形態とみ

られ、 35、36などただちに系譜を明確にできないものもある。

38 -'"'-' 41は窒もしくは鉢の底部で、平底、上げ底のものがある。外面は粗いタタキ、内面は

ノ¥ケによるが、 40、41など掻き上げ風の調整を認めるものがある。

42 -'"'-' 50は鉢である。大きさにより大・中・小の 3種があり、口縁部の有無・形態、において

も個体差がみられる。小型の鉢 (42-'"'-' 46) は口径 11.9 -'"'-' 13. 8cm、器高 7-'"'-'10.4cmを計る。

42"'--' 44は平底もしくは上げ底の底部に半球状の体部をもち、口縁部は体部から内奇したまま

丸くおさめる。内外面ともナデ、ハケを基本とするが、 42のようにミガキによる調整を行な

うものがある。 45、46は底部に半球状の体部をもち、口縁部が外反する。 48は中型の鉢で、

口径 19.4cm、器高 9.6cm。上げ底状の底部に半球状の体部をもち、体部上半で一旦すぼまり口

縁部が強く外反する。口縁端部は小さくつまみ上げ、端面はわずかに凹線状にくぼむ。外面は

ハケのちナデ、内面はハケで、調整し、底部付近にのみミガキを行なう。 49、50は大型の鉢で、

49の口径 26.6cm、50の推定口径 29.4cm。体部の形状、口縁部の外反の程度など異なるが、い

ずれの内外ともに丁寧なミガキが施されている。

51、52は高杯の杯部である。 51は口径 16.6cm、52は推定口径 19cmで、いずれも体部と口

縁部を分ける稜は明瞭で、丸い体部から口縁部が大きく外反する形態をもっ。 53-'"'-' 57は高杯

の脚部で、脚柱部が中空のものが多い反面、 53のように中実に近いものもある。外面には細

かいミガキを行ない、透かし孔を伴う。これらの高杯は庄内式古相併行期に比較的多い形態

とみられる。 51、52の杯部はそれぞれ上層、下層から出土したが、大きな型式差は認められ

ない。

井戸 1から出土した土器の編年的な位置について再度整理すると、タタキ窒に対するハケの

多用傾向、護口縁部破片の一部に庄内警に類似する特徴を認めるものがあること、有稜高杯の

形態などから、弥生時代終末期古相(庄内式期古相)に位置づけることが可能とみられる。

また、奮の口縁部に北近畿などの影響が看取されるものがあり、近年、豊中市域においても

蛍池西、利倉西、服部、小曽根など後期後半~終末期の主要な集落遺跡で確認されている。猪

名川、園部川などを介した豊中地域と北近畿地域との交流の実態を窺わせる。

なお、壷の色調において白色系のもの(1、2、4、10-'"'-' 12) と櫨系(左記以外)の二種

27 
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の存在が指摘できる。白壷、赤査とも称すべきものであり、土器が有する機能差を示す可能性

もあり、今後、他集落出土土器についても見直しが必要である。

後期型聾の器面にみられる特殊な状況について

16、17、19の土器表面において興味深い点が観察されたので、ここで触れておきたい。これ

らの土器のタタキの痕跡は、メリハリに乏しく一見風化を受けたような質感をともなう。いわ

ば表面が荒れたような印象である。仔細に観察すると、タタキの凹凸とは別に、径 0.5'"'-'4mm 

の細かな凹凸が重複して認められ、結果的にこれらがタタキのシャープさを打ち消している。

また、凹部にはいくつかの特徴的な形が見出され、タタキと一体となって繰り返されている状

況が看取される。つまり、成形後の器面の荒れなどではなく、タタキ原体そのものに、凹部と

は逆の凸部(雄型)が存在したことを示している。この細かな凹凸の成因については現時点で

は不明であるが、一見、小石や砂粒のような質感をもっ。そして、この特徴ある凹凸の繰り返

しを追うことでタタキの単位を把握することが可能となる。

さて、 16、17はタタキの方向や内面の粘土紐継ぎ目から大きく 3分割の成形が想定されるが、

上述のタタキは上2段に限られ、最下段は通有のタタキである。つまり、これらの護を成形す

るに際し使用したタタキ原体は2種存在し、異なるタタキ原体を使用する二人の製作者がこれ

らの土器の製作に関わっていた可能性が高い。やや小ぶりの 19についても、同じ特徴を有す

るタタキが認められるが、体部全体に及んでおり、一人の製作者を想定できる。以上のように、

タタキ原体の特徴を把握することで、弥生後期型窒の分割成形には、複数の製作者が関わる場

合があったことを指摘できる。

土坑 1 調査区北西コーナー付近で検出した南北 3.2m、東西1.1 m以上、深さ 20cmの規模

を有する平面円形を呈するとみられる土坑である。断面は浅く緩やかな摺鉢状を呈し、褐灰色

極細粒砂を埋士とする。

遺物は土器の細片が含まれる程度で、時期は大半が弥生中期であるが、少量ながら土師器室

の破片などを含み、遺構の時期は古墳時代以降とみられる。

土坑 2 東西1.6 m、南北 1m以上、深さ 22cmの平面円形の土坑である。黒褐色 (2.5Y 

3/1)シルト~細粒砂を埋土とし、土器片をやや多く含んでいた。

図示できた出土遺物として広口壷と底部がある(第 24図2、3)0 2は口径 15.6cmで、上

にすぼまる頭部から口縁部が大きく外反し、端部は上下に若干拡張して垂直な面をなす。調整

は磨滅により不明。 3は底径 3.6cmで、やや上げ底ぎみの底部から直線的に体部へつづく。内

外とも丁寧なナデを行なう。 図示できなかった破片を含め、すべて弥生時代後期後半~終末

期の所産とみられる。

土坑3 井戸 1と重複する南北 2.9m、東西1.7 m、深さ 25cmの不整形土坑である。褐灰色

極細粒砂~中粒砂、黒褐色細粒砂~中粒砂を埋土とし、弥生土器のほか、須恵器、土師器の破

片が多く出土した。
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1 : SP-58 4 -6 士坑3
2・3 土坑 2 7・8 流路
9 ・10 溝10

と亡にこ口

20cm 

第24図第5層下部~第 6層上面遺構出土遺物 (1: 4) 

図示できた出土遺物として土師器の査、須恵器の杯身がある(第 24図4"-'6)0 4は口径

11. 4cmで、直線的に開く口縁部の上方に細し、沈線状の段が巡る。内面の一部にハケを残すが、

全体に回転によるとみられる丁寧なナデが施されている。 5は口径 14.8cmで、ゆるやかに外

反する長い頚音防ミら口縁部がわずかに開く。口縁端部は少し下方に拡張し端面をつくる。外面

は細かいハケ、口縁端部から内面にかけて回転によるとみられるナデが施される。 4、5は在

来の土師器の系譜から外れるもので、口縁端部の形状や回転によるナデを行なうなど、須恵器

の技法を取り入れた土師器とみられる。 6は口径 9.4cm、器高約 4.7cmで、深い体部から口縁

部が内傾して立ち上がり、口縁端部には明瞭な回線と段をつくる。受部は斜め上方に薄く引き

伸ばされる。体部外面はカキメ状の調整後、三分の二の範囲にケズリを施す。陶邑編年(田辺

編年)による TK208"-' 23型式に比定され、 5世紀後半~末葉の所産とみられる。

流路調査区の東側を南北に走る流路で、北端部はややすぼまり、幅約 3m、深さ 13cmの溝

状を呈する。南部に向かつて幅が広がり、調査区東側全体が約 20cmの落差で落ち込んでいる。

北端部付近には東方より延びる幅 1m、深さ 15cmの別の溝が合流する。流路底部の高低差は

南北で約 15cmにとどまり、埋士には滞水環境を示す黒褐色シルト~細粒砂が堆積していた。

埋土からは弥生時代前期~終末期の遺物が多数出土した。とくに調査区北端部付近の流路下層

から出土した遺物は、弥生時代前期~中期に限られることから、形成時期もおそらくその頃と

推定される。なお偶然かもしれないが、この流路と重なる位置に 11世紀の溝 1がある。

流路内からの出土遺物は、第 5層下部~最下部として取り上げたものが多く、厳密には第 5

層の遺物と峻別できない。そのため第 5層出土遺物の項目で一括して取り上げるが、ここでは

とくに北端部付近から出土した前期の遺物についてのみ取り上げる(第 24図7、8)0 7は弥

生前期の壷肩部の破片で、頚部寄りの浅い段と沈線により幅8凹の突帯を巡らす。器壁は薄く

中型の壷とみられる。 8も弥生前期の査肩部とみられ、頚部寄りの浅い段と沈線 3条を巡らす。

外面はミガキ、内面はナデによる。 7，8はいずれも小破片のため、法量、傾斜は推定による。
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溝 10 幅 30"-' 40cm、検出長 4.5m、深さ 13cm前後の小規模な溝で、黒褐色シルト~細粒砂

を埋土とする。遺構の時期は弥生時代後期後半~終末期とみられる。

図示できた出土遺物のうち、第 24図9は弥生中期初頭の査肩部とみられる破片で、法量、

傾斜ともに不明。外面に 5条を 1単位とする櫛描直線文を上下に間隔を設けず 3団連続で施

す。櫛描は極めてシャープで、一本の幅1.3皿前後、深さ O.7凹に達し、おそらく沈線などで

用いる工具を 5本前後束ねて施文した可能性が高い。文様が随所でぶれているのは、施文時の

工具にかかった圧によるものであろう。類例として、蛍池北遺跡第 12次調査の方形周溝墓2

から単体で出土した壷の櫛描がある。 9は形態的には弥生時代前期壷に近いが、櫛描手法の成

立を様式編年の画期とする限り、今回出土した弥生中期の土器の中で、唯一第E様式に遡る資

料である。 10は窒もしくは鉢の底部で、底径 4cmを計る。内面はハケ、底面に広葉樹の葉脈

の圧痕を残す。弥生時代後期後半~終末期の所産とみられる。

第 3節第2区の調査

( 1 )調査の概要

当調査区は、敷地北端に位置する立体駐車場建設計画地にあたる。調査区の規模は、東西 5.8

m、南北 2.5mで、有効調査面積 14.5rrfである。

基本属序は、第 1区と概ね変化はなく、上部に厚さ 60cmの盛土層、その下に近世~近代の

耕作層、さらに洪水堆積層、黒褐色シルトを主体とした遺物包含層がつづき、地表下1.2 m、

標高 4.2m付近に最終遺構面の第6層がある。

10 

T.P. +5.0m 

T.P. +4.0m 

m川

l
 

n''』

1.盛土 ー第 1層

2. 旧耕作土 褐灰色(JOYR4/1) 極細粒砂 40%細粒砂 30%中粒砂 25%粗粒砂 5% ー第2層

3.灰黄色 (2.5Y6/2)細~中粒砂。臼~灰色極細粒砂の薄層がラミナ状に入る 第3層

4 灰オリーブ色 (5Y5/3)極細粒砂 20%細粒砂 30%中粒砂 40%祖絞砂 10% (JOYR5/6黄褐2付近全体的 20%土質問じ)・

灰オリープ色 (5Y5/3)極細粒砂 20%細粒砂 30%中粒砂 40%組粒砂 10%

5 オリーブ褐色 (2.5Y4/3)細~中粒砂に暗褐色(JOYR3/4)マンガン粒 30%含む 第 4層

日 灰色 (Hue5Y5/!)極細粒砂に明黄褐色 (Hue2.5Y6/6)極細粒砂を 1%含む

7 オリーブ黒色 (5Y2/2)細~中粒砂 第 5層

8 オリーブ黒色 (5Y3/!)極細粒砂に明黄褐色 (Hue2.5Y6/6)極細粒砂を 0.5%含む

9. 8とほぼ向。やや黒っぽし、

10 黄褐色 (2.5Y5/6 ~ 5/4)粘土~粗粒砂 第6層(地山ベース層)

第 25図第2区南壁断面図 (1: 60) 
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( 2) 第 6層上面の遺構・遺物

第2区では、南側の第 l区と異なり、第 5層上面において遺構は確認できなかった。第 6層

上面においても、検出できた遺構は溝2条を数えるにとどまる。調査面積が小さいとはいえ、

第 1区に比べると遺構密度は低い。ただし、当調査区北側の第4次調査地点では、溝 2条のほ

か山陰系を含む多量の弥生土器を伴う落ち込みが検出され、遺跡内でも遺構分布に粗密がある

ことを示している。また第 6層上面からは 2条の溝の他、直径 10cm内外の植物に由来すると

みられる小穴多数を検出した。遺構が希薄であることも勘案すると、当調査区を中心に植物な

どが繁茂する低湿な環境が存在したことが想定される。

溝 1 幅 O.45m ~ O. 7m、深さ約 9cmの小規模な溝で、走行方位は N-35
0

40' -Wである。埋土は

第 5層と同じ黒褐色、ンルトである。出土遺物は弥生土器の小片4点を数えるに過ぎない。弥生

時代後期後半~終末期に属すると見られる。

溝2 幅 0.35m、深さ 6cmの小規模な溝で、走行方位はほぼ真北である。出土遺物は溝 1と

同様、弥生土器の小片 2点を数えるに過ぎ

ない。黒褐色、ンノレトを主体とした埋土の状

況から、溝 lと同じ弥生時代後期後半~終

末期の遺構と推定される。

小穴 群径 10cm内外の不整円形の小穴を

約 55個検出した。規模、形状に大差はなく、

調査区全体にまばらに分布する。埋土は第

5層と同じ黒褐色シルトである。小穴聞に

配列は認められず、平面形状、規模から明

らかに柱穴など人為的な遺構とはみなし難

い。断面観察の結果、地下で分岐するもの、

先端に行くほど細くなるもの、斜めにくい

込んでいくものなどがみられた。よって、

これら小穴群は植物の根の浸食に由来する

ものと判断する。

回
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第26図 第2区遺構平面図・断面図
(1 : 120・1: 20) 
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第4節第5層(包含層)出土の遺物

第 5層より多量の遺物が出土した。時期は弥生時代前期から奈良時代までの長期に及ぶ。た

だし、弥生時代中期前半、間後期前半、古墳時代前期、間後期など明らかな空白期も認められる。

第 5層にみる出土遺物の様相は、当地点とその周辺に展開した集落の消長を如実に示すものと

みられる。ここでは第 5層を母材の一部とする耕作土層(第3層下部及び第4層)からの出土

遺物も交え記述したい

( 1 )弥生時代前期

壷、室の破片 18点があり、第 5層のあらゆる層位から出土した(第 27図 1'" 18、図版

18)。下部に比べ上層のものほど転磨や風化が著しいとしづ傾向を示す。

1"'9は査である。 1"'3、5以外は小破片のため推定復元による。 1は口径 12.6cmで、

口縁部は大きく外反し、頚部との境に箆描沈線を 1条認める。 2は口径 12.2cmで、短く外反

する口縁部からハ宇状にやや長くのびる頚部を有し、内外面とも丁寧なミガキを施す。傾きは

推定で、もう少し下方に開く可能性がある。頚部上方に径 3mmの孔を焼成前に穿つ。 3は頚部

上半に 2条の箆描沈線を施す。 4は体部上半に 1条の沈線及びそれに接して 3条の沈線による

連続三角文が施文される。 5は体部径 8.1cm、残存高 3.4cmの小形の査で、下膨れの丸い体部

のやや上方に 2条の高齢、沈線を施す。 6"'8は肩部の破片で、いずれも細片のため径、傾きは

不明。いずれも頭部下端と見られる位置に箆描沈線を 2"'3条施すが、とくに 7、8は沈線

の上端に強し、ミガキを施すことにより浅い段をつくる。 9は推定頚部径 33.6cmの大型の査で、

頚部下方に 3条の箆描沈線を施す。

10'" 16は窒の口縁部から体部上半の破片で、 10'"12、14、15は小破片のため径、傾きと

もに推定である。いずれも口縁部が短く外反するいわゆる如意形口縁を有するものである。口

径は 13が 21.6cm、16は大型で 28.8cmである。口縁部直下の箆措沈線や、口縁端部の刻み目

を有するもの、有さないものがある。箆描沈線は少条が卓越するが、中には 12のように 5条

を数えるものがある。 14、15は内外面ともにナデ調整による以外は、表面の転磨により調整

は不明である。 17、18は大型の査もしくは警の底部で、推定底部径は 9.8cm、8.6cmを計る。

いずれも径 1"'3mmの砂粒を多く含む。

以上、弥生前期の遺物についてまとめると、色調は全体としてにぶい黄櫨色を呈し、胎土に

径 1"'3凹の砂粒を多量に含むものが顕著に認められる。壷、窒ともに明瞭な段や削り出し突

帯は認められないが、短く外反する壷の口縁部形態や、箆描沈線が 12の5条を最多としてい

ずれも少条である点などから、全体としては第 I様式中段階を前後する時期におさまるとみら

れる。なお、 8、13は角閃石を含むにぶい黄褐色を呈し、生駒西麓の所産とみられる。

(2 )弥生時代中期

壷、護、鉢、高杯がある(第 28・29・30図、図版 19・20)。
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第 27圏第5層出土遺物 1(1: 4) 

第 28図 1"'-'7は広口査の口縁部である。いずれも逆ノ、字形に開く頭部からほぼ水平にの

びる口縁部を有する形式である(口径二 1: 15.5cm、 2: 18.6cm、 3 推定 14.8cm、 5

13.6cm、6 推定 20cm、 7 推定 20.3cm) 0 1は外面ハケ、内面をナデにより調整し、頭部と

口縁端部に凹線を施す。 2は外面を粗いハケ、内面はナデ、及び横方向のハケを施す。頚部下端

に3条の回線を認める他、口縁端部と内面に櫛描波状文を施す。 2、3は同一個体の可能性が

ある。口縁端部の上方へのつまみ上げは小さい。口縁端部に波状文を有する。 5は復元口径に
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第 28図第5層出土遺物 2 (1 : 4) 
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比して頚部が細し、タイプである。口縁端部に凹線と円形浮文、上面にミガキを施し、端部に 1

個のみ竹管文を認める。 6、7もほぼ同様の形態で、 6には円形浮文を伴う。 8は肩部の破片で、

外面ナデ、内面ハケ調整、外面には櫛描による波状文、直線文、列点文が施される。 9は有段

口縁を有する大型の査で、残存最大径 27.8cm。内外ともハケ調整を施し、頚部屈曲部の外面

上端には水平方向のタタキの痕跡をとどめる。口縁部下端に幅広の凹線2条を認める。

10、11は奮の口縁部で、 10の推定口径 14.7cm、11は推定 22cmを計る。 10は口縁部がくの

字に屈曲する形式のもので、器壁が薄く、口縁端部には 1条の回線が施される。 11は口縁部

が短く屈曲する大型の窒で、端部は内面にやや引き伸ばす。 12"-' 25は査もしくは奮の底部で

ある。内外にケズリを施すもの、粗いハケ調整を施すものがある。 12は生駒西麓の胎土を有

する。

26は有段口縁をもっ鉢で、推定口径 22cm、短く外側に折り返した口縁外面を水平に強くなで、

体部との境に浅い段をなす。体部上端に櫛描廉状文を施す。 27も同様の形態と見られ、脚台

を伴う可能性がある。推定体部径 19.6cm、体部下半でやや丸みを帯びながら屈曲し、底部外

面はミガキ、内面はハケ、体部外面に同一原体によるとみられる櫛描廉状文及び列点文を施す。

器壁は薄い。 2点はいずれも生駒西麓の胎土を有する。

28 "-' 34の高杯では、垂下口縁をもっ 28は推定径 21.7cmで、垂下部のみ残存する。端部

外面はヨコナデのみで、一切の装飾性を省略する。 29は脚柱部で、縦方向のミガキ調整のの

ち上部 5条、下部 4条の箆による深い沈線を施す。この種のものには鋸歯文など箆描文を伴

うものが多い。 30"-' 34は同種の脚部である。 30の底径は推定 13.7cm、31は 13.8cm、32は

14.4cm、33は 12.5cm、34は推定 17.2cm。いずれも外面を縦方向のミガキ、内面は水平方向の

粗し、へラケズリを施す。ハ字に広がる脚端部はやや内奇ぎみに接地し、端部上端を強くつまみ

上げる。 33の上部にはへラによる沈線 3条、脚端部近くに径4ミリの透かし孔2個を認める。
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第 29図第5層出土遺物 3 (1 : 3) 
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その他、櫛描文を伴う壷破片が

相当量出土しており、転磨の少な

い資料を中心に第29図にまとめた。

1、 2、 3は列点文に直線文や波

状文を伴い、 4、 5、 6は直線文

と波状文の組み合わせ、 8は直線

文を 3条、 9は斜格子文、 10は斜

格子文と波状文が施されている。

以上のほか、第 5層最下部(流路)

から出土した器種、時期ともに不明

の線刻土器がある(第 30図)。幅

6 cm、高さ 3.9cm、厚さ 0.7cmの小

破片で、色調は浅黄樫色(lOYR2/3)

f
 t
 t
 

、、、

を呈する。胎士には 3皿以下の長

石、石英等の砂粒を多く含み、他

の前~中期の土器と差はない。破

片上部の直径は約 9cmで、下方に

あまり広がらず、傾きは急で、ある。表面に×印を中心とするへラ描文があり、上下2段に×印、

第 30図線刻土器 (1: 1) 
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その聞に水平の直線を 2本、右端にほぼ垂直の直線を 1本刻む。前期壷の木葉文が簡素化され

た文様とも捉えうるが、土器自体の直径が小さいこと、傾きが急角度であること、文様が全周

しないことなどから、壷の肩部ともみなし難い。鐸身全体に×を刻む瓜生堂遺跡例などを参考

に銅鐸形土製品なども可能性として想定されるが、銅鐸形土製品が幅、高さとも 6cmを前後

する小ぶりなものが多いのに比べると本例はやや大きい。類似資料の増加に待ちたい。

以上にとりあげた弥生時代中期の土器(線刻土器は前~中期)は、にぶい黄櫨色(lOYR7/2

'" 7/4)、赤褐色 (5YR4/6) 等を呈する地元産のものが大半を占めるが、角閃石を含むにぶい

黄褐色(lOYR4/3) を呈する生駒西麓の胎土を有するものが少量みられる (26・27)。時期的に

は森田編年による摂津町様式 2"'3段階に相当し、第4次調査地点出土のW様式の遺物と共

通する。前期が出土するにも関わらず、第 24図9など一部を除くとほぼn.rn様式を欠落し、

しかもN様式末"'V様式前半の資料が皆無である点から、当遺跡の前期集落からの継続性やV

様式後半期への連続性は、現時点の資料からみる限り確認できない。

( 3 )弥生時代後期後半~終末期

壷、妻、台付護、鉢、高杯、手倍形土器がある(第 31図1~ 29、図版 21・22)。

1~6 は壷である。 1 は有稜の口縁部で、口径 17.7cm。逆ハ字状に開く口縁部の中位に浅

い稜をなし、それより上位に粗雑な櫛描波状文、端部には小さな刺突文を 2列にめぐらす。内

面は丁寧なミガキ調整を行なう。 2は二重口縁の大型査で、稜部分の径は 17.6cm。口縁部中

位に明瞭な稜を呈し、外面はナデ、内面はミガキで調整する。直立する頚部と球形の体部を持
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つものと推定される。 3は頚部径 9.4cmで、ここでは査頚部として取り上げた。頚部下位とみ

られる位置に刻目突帯を付加し、外面は丁寧なミガキ、内面はハケのちナデを行なう。突帯の

付加後、直下に雑な櫛描波状文を施す。頭部と体部との屈曲部に突帯を付加する例はみられる

が、突帯を屈曲部より上方に付加し、その聞に施文を行なう例は珍しく、壷と断定するにはや

や難がある。 4は小さな底部を有する査破片で、外面はミガキ、内面は板ナデを施す。 5は尖

底の査底部で、外面はミガキが施される。 6は底径 4.4cmの、やや上げ底ぎみの台状の底部を

有する。

7'"'"' 14は蓋である。畿内通有のタタキ警に加え、受口状口縁のものや、庄内式の特徴を有

するものなどがある。 7はほぼ完形に近い肇で、口径 13.6cm、器高 16.8cm、底径1.8cmの小

さな上げ底ぎみの底部をもっ。体部径と口縁部径はほぼ等しく、口縁部の屈曲はやや緩やか

で、端部は丸くおさめる。体部外面は粗いタタキ (3本/1 cm)、下部はタタキのち板ナデに

よる。内面は縦方向のハケ、上部は横方向の板ナデを行なう。粘土紐の継ぎ目が顕著に観察さ

れ、タタキの不整合と合わせ、おおむね体部下半とそれより上部の 2段階の分割成形が想定で

きる。煤は底部付近にはなく、底部からの高さ 3.5cmより上に付着する。この土器は第 6層直

上の出土位置から、本来は遺構に伴うものであった可能性が高い。 8'"'"'10は通有のタタキ護

で、口径 13.8cm '"'"' 14. 5cm。体部外面から一部口縁にかけてタタキ、内面はナデを行なう。口

縁端部は丸くおさめる。 11はくの字に屈曲して開く口縁部で、端部を上方につまみ上げ、外

側は幅の狭い凹面をなす。口径 16.7cmで、外面にタタキの痕跡を認める。 12は受口状口縁を

有する査である。直線的な肩部から大きく水平に開く口縁部を有し、口径 13.8cm。口縁端部

は上方に引き伸ばして受口状にっくり、外側は強し 1ナデによる凹面をなす。体部外面はナデ調

整前の縦方向のタタキの痕跡がかすかに認められ、内面はハケ調整で、ある。北近畿の影響とも

見られるが、胎士、色調ともに他の土器と特段の差異は存しない。 13は直線的に開く薄手の

口縁部破片で、端部は小さく折り返し肥厚している。庄内式の範轄に属するものと見られ、今

回出土した弥生時代後~終末期の土器の中では、最も新しい様相を示す。 14は底径 8.2cmで、

台付蓋の脚台部と見られる。中実につくられ、底部下面はやや上げ底ぎみ、体部下端にタタキ

の痕跡を残す。井戸 1の台付壷(第 22図 14) と同様、東海地方の影響であろうか。 15'"'"'20 

は翠の底部である。このうち 19は、底径 5.1cmの大きめの平底から体部がやや外寄ぎみに立

ち上がり、外面にわずかにタタキの痕跡を残すものの、ナデで消されている。にぶい樫色を呈

し、他の土器と若干胎土を異にするなど、在来の蚤底部とは様相を異にする。 21は突出度の

強し1底部で、タタキの痕跡をわずかに認める。 22、23は査の底部とみられる。

24、25は鉢である。口径 16.7cmで、緩やかに内奇する体部からわずかに外反する口縁部

を有し、口縁端部は上方につまみ上げる。体部外面はタタキ、内面はナデによる。 25は口径

18. 2cmで、丸い体部から口縁部が屈曲してのび、端部は面をなす。内外ともナデ調整が行な

われる。 26、27は高杯の脚部である。ともに径約 6凹の孔を 3'"'"'4方向に開ける。 28、29は

手倍形土器である。 28は口径 12.8cm。体部中位に刻目を施した突出度の高い突帯を巡らす。

張りのある肩部から口縁部が外反し、端部を上方に引き上げ、下端に刻目を施す。外面は粗い

ノ¥ケ、内面はハケ、ナデにより調整する。 29は体部推定径 17.2cmで、下半部に刻目を施した

突帯 1条を巡らす。 28とは形態を異にし、体部上半部の立ち上がりが高く、突帯部分で大き

Q
U
 

円
ぺ

U



く屈曲して下半部がすぼまる。磨滅のため調整は内外とも不明。

(4)古墳時代中期

土師器及び須恵器があり、中期後半~末葉のものが大半を占める。

土師器(第 32図 1"-' 30、図版 22・23) 童、室、甑、高杯、製塩土器、円筒形土器、移動式竃、

土錘がある。在来の土器様式を踏襲するものの他、半島由来のいわゆる韓式系土器や、須恵器

の製作手法を導入したとみられるものも存在する。
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1'"'"'3は査である。 1は、推定径 27cmの有段口縁を有する大型の査とみられる。垂直に立

ち上がる口縁部は、下端部外面に 2本の沈線を入れて突帯状にみせ、口縁端部にも沈線を入

れるなどメリハリをつける。端部は内外に若干拡張する。 2は、口径約 4cmの小形丸底壷で、

やや尖りぎみの底部と丸い体部をもち、口縁部が内奇して屈曲する。体部外面はハケのち下半

のみ細かいミガキ、その他はナデ、ヨコナデによる全体として丁寧な調整がみられる。 3は、

口径 7.9cm、残存高 11.6cmの直口壷で、体部外面は細かいミガキ、口縁部外面は縦方向の太

いミガキ、内面は全体をナデ調整による。 2、3は、その形態と細かく丁寧なミガキを多用す

る点で他の土師器に比べ古相を認める。

4'"'"'7は布留式の系譜を引く在来の歪である。 4は口径 11.4cm、 6は口径 13.4cm、 7は

14.0cmで、ともに口縁端部を内傾させて若干肥厚する。このうち 7は外面をハケ、体部内面

はへラケズリを施す。 8、9は大型の翠で、 8は推定径 22.3cm、9は26cmを計る。 8は張り

のある丸い肩部から口縁部が短く外反し、端部は角張り平坦面をつくる。体部外面は斜めの粗

いタタキ、内面は丁寧な横方向のミガキを施す。 9は張りの弱し1肩部から口縁部がくの字状に

外反し、端部はやや拡張ぎみの面をなす。体部外面は垂直方向の粗いタタキを施す。 8、9は

外面に粗いタタキ、口縁部内外に回転台によるとみられるヨコナデを施すなど、韓式系もしく

は須恵器製作手法の影響がみられる。

10、11は甑とみられる破片である。 10は体部上半から口縁部の破片で、推定口径 22cm、体

部からわずかに外反する口縁部を有する。口縁端部は内部に若干肥厚し、体部外面は縦方向の

粗いハケを施す。 11は推定底径 12.3cmで、 6個程度の蒸気孔を開けるとみられる。 12、13は

甑もしくは鍋の把手とみられる。

14は、高杯の口縁部とみられる破片で、推定口径 18.6cmを計る。器壁はやや厚く、端部直

下に段を有し、口縁部が短く外反する。端部は面をなし、内外に強いヨコナデを行なうとこ

ろは 8、9とも共通し、特殊な器形と合わせ韓式系もしくは須恵器製作手法との関連を認め

る。 15は有稜の高杯で、口径 15.6cm、杯部高 4.9cm。稜は鈍く、口縁端部はやや内寄しなが

ら短く外反する。 16'"'"'20は高杯の脚部である。 16は中空で、下部に向かつて大きく寄曲して聞

き、中位に数不明の透かし孔を開ける。外面は縦位のミガキを施す。 17は、ハ字形に直線的

に開く中空の脚注部から端部が屈曲して開く。外面は板ナデ、内面はケズリを行なう。 18は

底径 10cmで、 17と同様、脚端部が屈曲して聞く。 4方にスカシ孔を開ける。 19は底径 10cmで、

外面に暗文風のミガキを施す。 20は土師質であるが、通有の形態とは異なる。ハ字状に開く

脚部中位に長方形のスカシ孔を開け、形態的には須恵器の短脚高杯と極めて類似する。ただし、

須恵器とみるには端部の形状や調整に若干違和感があり、また焼成不良品とも認められず、須

恵器の製作手法を用いた土師器とみるのが穏当であろう。

21'"'"' 24は製塩土器の破片で、推定口径 3'"'"'4 cm、器壁の厚さは1.5'"'"'3mmで、ある。外面は

いずれもナデにより調整し、内面は 22、23が丁寧なナデ、 21は工具で横方向に掻き取ったよ

うな細かな条線が認められる。

25'"'"' 30は、円筒埴輪とも共通する胎土や色調を示し、突帯を有すること、器壁が厚いこと、

外面ハケ、内面ケズリ及びナデを中心とした調整を行うこと、などを特徴とする。 25、26は当初、

内面のスス状の汚れ、突帯を庇の一部と見ることなどにより移動式竃の破片かとも推定した。
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しかし、突帯の形状や器面のカーブに不自然さが見られ、なお検討の余地を残すものの、こ

こでは円筒形土器(筒形土製品)の口縁部と推定した。ともににぶい樫~樺色 (7.5YR7/4 '" 

7 /6) を呈し、 25の口径 16.6cm、26は口径 26cmで、大小がみられる。断面台形の突帯を有し、

口縁端部は丁寧なヨコナデによりきれいな面につくる。外面は細かいハケ、内面はナデもしく

はケズリを行い、とくに突帯の付く内面には指頭痕を顕著に残す。 2点とも口縁端音防ミら 3.3

'" 5. 5cmの範囲の内面に淡灰色のスス状の汚れが認められる。円筒埴輪と異なる点は、その傾

斜角度と、端部の調整が非常に丁寧であること、外面のハケが埴輪のように一気に施されるの

ではなく、細かな単位で行なわれていること、などがあげられる。また突帯の断面形状や粘土

紐接合面の傾斜から、成型時は上下が逆で、あった可能性が高い。排煙などを目的に製作された

とされる既知の円筒形土器の多くが口径 11'" 21cmに収まるのに比して、やや大きすぎるきら

いはあるが、大きなものについては土管や支柱などの用途も想定されている。 27は樫~にぶ

い燈色 (7.5YR6/4 '" 7/6) の色調を呈し、厚さ約 1cm、幅 5.5cmの浅い曲面をもっ板状のもの

で、内外とも比較的丁寧なハケ調整を施す。端部は鋭角に仕上げられ、反対側は離脱痕を示す。

形状から移動式竃の庇部とも考えられるが、雑なっくりのものが多い中で、本例は非常に丁

寧につくられる。 28は厚さ1.2cm、高さ幅ともに 9cm前後の破片で、灰白 (2.5Y8/2) '"樫色

(7. 5YR7/6) の色調を呈し、推定底径 48cmを計る。その大きさと下位に断面台形の突帯を有す

る点から、移動式竃の底部と見られる。外面は細かいハケ、内面は底部付近を横方向のハケ、

それより上には粗し、ケズリが施され、底部下端は非常に丁寧なっくりである。突帯の形状や、

その上面に連続した指頭痕がつくなど、円筒埴輪との共通点が多い。突帯の断面形状や指頭痕

の位置から、 25、26と同様、成型時は上下が逆であったと推定される。同様な移動式竃の例

は寝屋川市長保寺遺跡からも出土している。 29、30も胎士、調整などから移動式竃の破片と

みられる。第 33図 24、25は土錘で、管状もしくは楕円状を呈する。 24は長さ 7.5cm、幅 2.8cm 

で、径1.2cmの孔を開ける。 25は長さ 6.0cm、幅 3.1cm、孔の直径 0.8cmである。

須恵器(第 33図 1'" 23、図版 24) 蓋杯、高杯、碗、査、器台などがある。

1"'6の杯蓋は、推定口径 1O. 8 '" 12. 6cm。概して器壁が薄くシャープな仕上げで、口縁部

の立ち上がりも高く、体部は深くつくられる。口縁部と天井部を画する稜は、鋭く突出する

もの(1、 3、6)、やや鈍いもの (4、5) がある。天井部のケズリの範囲は 80%程度のも

のが多いが、 2、4はケズリのあとカキメを施す。口縁端部は小さな面をなすもの(1)、内

傾する明瞭な段をなすもの (4、6)、水平に近い凹面をなすもの (2、5) がある。カキメ

を有する 2、4はいずれも新しい様相が見られる。 7'"10は杯身で、推定口径 10.2 '" 12cm、

器高 4.1 '" 4. 9cmを計り、口縁部の立ち上がりは高く急角度のものが多い。口縁端部は水平に

近い凹面をなすもの(7)、内傾する明瞭な段をなすもの (9、10)、内面の段から上に長く引

き伸ばしたようなもの(8 )がある。受部は水平に突出するものが多い (7、9、10)。底部

のケズリの範囲は 60'"90%までばらつきがある。杯蓋、杯身の特徴から、陶邑編年の TK208

'" 23型式に相当するものと見られる。

11 '" 15は高杯である。 11、12は無蓋高杯の杯部で、口径は 19.5cm、19.2cmを計り、深い

体部から口縁部が直線的もしくはやや外反して伸びる。口縁部と体部の境に 2条の突帯を巡ら

し、その直下に櫛描波状文を施す。 13も無蓋高杯と見られ、体部から脚部の破片である。脚

円
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部には 3方向に長方形のスカシ孔を開ける。14、15は高杯の脚部である。脚端部やスカシ孔

の形状を異にする。

17はカップ形の把手付碗で、口径 7.4cm、推定高 6.9cmを計る。やや下すぼまりの丸い体部

から口縁部が外反ぎみに直立し、側面に断面円形の把手を付する。体部中位に浅い突帯を巡ら

し、底部外面にのみ手持ちへラケズリを行なう。18は台付碗と見られ、体部下半に 2条の突帯、

櫛描波状文、段を巡らす。

16、19、20は壷の口縁部で、 19の口径は 15.6cm、20は推定口径 19.7cmを計る。 16のシャー

プな突帯、19の口縁端部の形状、 20の口縁端部直下に付けられた突出度の高い突帯などを特
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徴とする。 21は器台の脚部で、 2条構成の突帯聞に 4条の波状文、長方形のスカシ孔をもっ。

22は同じく器台の脚端部と見られるが、器壁は薄くつくられる。推定底径 29.5cm、下位にナ

デによる鈍い凹線を 3条巡らし、その上を波状文で飾る。脚端部は接地面を平坦につくる。 23

は奮の体部破片で、外面には格子目タタキが施される。

須恵器は全体として大きな時期差はみられず、いずれも杯蓋や杯身で想定された TK208，.....， 

23型式に相当するものと見て差し支えなかろう。

( 5 )飛鳥・奈良時代

土師器では杯、皿、高杯、番、須恵器では杯蓋、杯身、高杯、椀、台付童、曜、平瓶の他、

黒色土器の椀がある。

土師器(第 34図 1""'"13、図版 25) 1 ，.....， 3の杯は、いずれも水簸された精良な胎土を有し、

燈色の色調を呈する。 1は推定口径 6cmで、丸い体部から口縁端部を丸くおさめ、端部内面

の凹線により段をつくる。内外とも丁寧なヨコナデ調整、内面に放射状の暗文を施す。 2は推

定口径 14.4cmで、口縁端部内面に浅い凹線を入れる。外面の一部にミガキ、内面に暗文の痕

跡を認める。 3は口径、傾きともに推定で、推定口径 14""'"20cm。内外ともに丁寧なヨコナデ

を行ない、口縁端部は大きく内青させる。

4、6"""'8は皿で、 7の口径は 24.4cm。他は小破片のため推定であるが、大きさにばらつ

きが見られる。器高もやや深いもの、浅いものがある。口縁端部の形状は、概して丸みを帯び、

内寄気味に伸びるもの、やや外反するものなどがあり、 7の内面にはかすかな凹線を認める。

内面の暗文は、 4が格子状、 6、8は放射状、胎土は精良で、いずれも樫色を呈する。

9、10は高杯である。いずれも杯と同様、檀色の色調を呈し、精良な胎土を有する。 9は

口径 17.6cm、器高 10.4cmを計り、都城で通有に見られる形式のもので、低平な杯部に高い脚

部をともなう。杯部は脚部上端に付された円盤状の底部に体部を接合し、境界に生じた段をそ

のまま残す。杯部外面は粗い指頭調整、内面は丁寧なナデの後、放射状の暗文が施される。脚

部は中空で内面に顕著なしぼり痕を残す。 10の杯部は口径 18.4cmで、脚部を欠失する。体部

は9に比べ整った形をしており、外面の明瞭な段もなく、調整も丁寧である。杯部内面には暗

文が施される。

11 ，.....， 13は警である。 1は推定口径 27.8cm、12は 17.1cm、13は推定口径 25cmで、いずれ

も張りの弱し、体部から口縁部が外反する。口縁端部は丸くおさめるもの (11)、短く外反し外

傾する端面をつくるもの(12)、大きく外寄して聞き端部が面をなすもの(13) がある。内外

ともに縦方向もしくは横方向のハケ調整が行なわれる。

須恵器(第 34図 14""'"31、図版 25) 5は皿で、口径 22cm、灰白色の色調を呈する。 14、15

は杯 Gの蓋で、 14は推定口径 9.1cm、器高 2.45cmで、頂部に擬宝珠形のつまみを有する。 15

は口径 7.7cmで、おそらく 14同様に擬宝珠形のつまみを有するとみられる。 16""'"20の蓋杯(杯

H) は、浅い体部に内傾する短い立ち上がりを有するもので、口径 7.9，.....， 10cm、器高 2.7，.....，

3.2cmを計る。 22、23は杯Gで、 22が口径 10.2cm、器高 3.5cm、23は口径 13.2cmを計る。 23

は口径が大きいわりに器高が低く、器壁の薄いもので、新しい傾向を示す。 24は口径 18.2cm、
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器高 5.4cmで、丸く深い形態にっくり、体部下半は回転へラケズリによる。 25は推定口径

18. 3cm、現存高 6.2cmで、底部から深い体部が屈曲して伸び、口縁部までほぼ直線的である。

端部は丸いが内傾する段を有する。 26は鉢もしくは椀と見られ、最大径 12.2cm、器壁が厚く、

下半に回転へラケズリの痕跡を残す。 27は口径 18.3cm、現存高 5.5cmの椀である。丸い体部
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から口縁部が直線的に伸び、端部は丸くおさめる。体部中位には銅椀の特徴である 2条+3条

の沈線が巡る。 28は高台の付いた査で、底径 9cm、平坦に近い底部から体部が屈曲して伸びる。

内外ともに丁寧なナデもしくは回転ナデが行なわれる。 29は躍で、体部径 6.4cm、肩部に回線、

その下に列点文を施す。 30、31は平瓶の口縁部と見られ、 30は口径 6.6cm、31は 4.6cmo 30 

は口縁部下半に×の線刻が見られる。

黒色土器(第 34図 32、図版 25) 32は黒色土器A類の椀で、底径 6.4cm、断面三角形の高台

が付く。体部は丸く、底部は高台の位置より下がる形態から 10世紀中頃以降の所産とみられる。

第5層として取り上げたが、混入品とみられる。

以上の古代の土器については、とくに土師器は精良な胎土や樺色を基調とした色調、製作技

法から、一部に在地産を含む可能性はあるものの、大半は難波宮跡出土品などと比べても遜色

のないものである。おそらく共通の生産地から難波宮を通じ、あるいは当地に直接供給された

ものと推定される。土師器が示す時期は、杯や皿などに個体ごとのバリエーションが強く限定

しがたいが、 9の高杯や 13の事など特徴から 7世紀後半を中心とした時期の所産とみられる。

また、須恵器については、 23などやや新しい様相もみられるが、杯や椀に比較的深いタイプ

が多いこと、杯においては高台の付くタイプが全く見られないことから、多くが 7世紀中葉~

末の比較的まとまりのある時期のものと思われる。一時期とはいえ古代的な様相をもっ遺物の

出土は、政治的中枢の動きとも連動した在地首長層の活動を想定させる。時期がなお明確でな

いものの、建物 2など大型建物の性格や出現の背景を考える上で重要である。

( 6 )石器

石器では石嫉、属平片刃石斧、蔽石、砥石のほか、模形石器とみられるものがある(第 35

'"'-' 37図、図版 26・27a)。出土位置は、包含層出土のものとして、 4、 5が第4層~第5層上

層、 7は第5層、 9は第 5層上部、 10は第 5層下部、 2、6は第 5層最下部、 1は第 6層上面、

遺構出土のものとして、 3が第 5層下部溝口、 8は第5層下部 SP-64から出土した。

1'"'-'5は石嫉である。 1は平基無茎式で、長さ1.35cm、幅1.3cm、厚さ 0.2cm。重量は 0.28g

を計測する。 2も平基無茎式で、長さ1.7cm、幅 1.2cm、厚さ 0.2cm。重量は 0.33gを計る。 1、

2はともに O.5gを下回る非常に小さなもので、縄文時代的な様相を見せる。 2点とも第 5層

最下部以下の出土で、土器は共伴しないが層位的には整合する。 3は凹基無茎式で、長さ 2.4cm、

幅1.5cm、厚さ 0.3cm。一部欠失するが重量は 0.84gである。 4は平基無茎式で、長さ 2.8cm、

幅 2.2cm、厚さ O.5cm。重量は今回出土中最大の 3.07gを計測する。 5は凸基式で、長さ 3.5cm、

幅1.7cm、厚さ O.5cm。基部を欠失するが重量は 2.69gを計る。石嫉はいずれも二上山産とみ

られるサヌカイトを石材とする。 6は模形石器とみられるもので、現長 3.5cm、幅 5.4cm、厚

さ1.4cm、重量 21.21gを計測する。一辺(図の下)に両極打法によるとみられる剥離面を残し、

左右の縁辺は潰れている。片方は大きく欠失し完存しないが、破損後の縁辺に再度剥離が加え

られ、他の用途に転用されたらしい。石材はサヌカイト。

7は扇平片刃石斧の刃部破片で、現存する長さ 4.0cm、幅 4.7cm、厚さ 1.0cmを計る。側面

は幅 7mmの面をなし、中央部は厚さ 1cmで膨らむ。刃部の角度は約 45度で、刃先には使用に
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第 35図 石鯨・模形石器・石斧 (1: 1) 
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第 36図融石 (1: 2) 

伴うわずかな剥離が認められる。表面は風化し、明オリーブ灰色 (5GY7/1)を呈するが、内部

の未風化部分はオリーブ灰色 (5GY5/1)を呈する。石材には縞状の節理が発達し、使用中に節

理面で剥離し放棄されたらしい。

8は蔽石で、やや属平な卵形を呈する。長径 11.6cm、短径 9.6cm、厚さ 7.3cm、重量

1208.9gを計測する。台石として使用するには安定が悪く、手にもって振り下ろすノ¥ンマーの

ような用途が想定される。 6面ともに使用痕とみられる剥離や潰れが認められ、うち一面が長

さ7cm、幅 5cm前後の比較的なめらかな凹面をなしているのに対し、それ以外は蔽打によると

みられる径 2""'4mmの窪みが多く観察される。石材は花商岩を主たる母岩とする砂岩で、粒

径は O.1 ""' O. 5酬と均質で、長石、石英、チャートの他、少量の金雲母が確認される。河原の

転石を採取したものとみられる。

9は自然石の一部を砥石に使用したもので、現存する長さ 9.Ocm、幅 5.1cm、厚さ 2.5cmを計

る。やや鋭利な一辺に垂直方向に走る幅 lmmの粗い擦痕が 7cmの長さにわたり認められる。石

材は粒径 O.1mm未満の細かい砂岩で、河原の転石以外、段丘層中にも普通にみられる磯種である。

口
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第 37図砥石 (2・3)
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10も自然石の一部を砥石に使用したもので、現存する長さ 8.3cm、幅 6.2cm、厚さ 2.7cmを

計る。凹面をなす一面には研磨による砥面と稜線が観察される。もう一方の面も平滑な面をな

し、砥面として使用された可能性が高い。側面は粗面であるが、使用痕とみられる幅 1'"'-'4mm

の傷が同一方向に 7本程度みられ、砥石全体がし、く種類かの用途に供されたと推定される。石

材は 9と同質の細かい目の砂岩である。

( 7) その他の遺物

焼夷弾 第 1区周囲の排水溝を掘削途中、北西コーナー付近の第 5層中より出土した。全面錆

びで覆われ、溶融の痕跡を認めることなどから、出土時には輔の羽口などの可能性を想定した。

-49-



p
u
 

第 38図焼夷 弾 (1: 4) 

しかしながら、整理段階での観察の結果、断面が 6角形を呈するこ

と、長い筒状を呈すること、内部に溶融の痕跡を示すことなどから

大戦末期の焼夷弾と判断したものである。

焼夷弾(第 38図、図版 27b)は、現状の長さ 27.6cm、幅約 10cmで、

表面より 2cm前後は錆で覆われ、その内側に幅 7cm前後の断面 6

角形の金属質の部分が観察される。この金属質の内部も、部分的に

錆と溶融した金属塊で満たされており、溶融物の表面には無数の細

かい発泡の跡が残る。大戦末期に投下された焼夷弾にはいくつかの

種類がみられるが、一般的には先端に錘が付き、後尾に断面 6角形

の長い鉄製の筒が付くものが多い。幅は概ね 6'"'-'7 cmで今回のも

のとほぼ同じ大きさである。

終戦直前の昭和 20年 6月 7日から 7月 30日にかけて、市域では

6回の空襲を受けたことが記録されている。 6月 15日の空襲では、

今在家から利倉東、曽根、長興寺に至る広い範囲が焼夷弾攻撃の対

象となり、曽根に位置する今回の調査区もそのエリアにある。出土

した焼夷弾はこの時に投下されたものとみられ、当時の水田面から

約 1mの深さまで突き刺ささって第 5層中にとどまり、内部の油脂

がその後も燃焼を続け、本体を溶融させたものと推定される。

各遺構出土の混入遺物 (第 39図) 第6層上面の各遺構出土の混入

遺物としては、弥生時代中期、弥生時代後期後半~終末期、古墳時

代中期の須恵器・土師器 ・製塩土器がある。 うち SP-47出土の須恵

器片は、格子目タタキを有し、上述の韓式系土器とともに半島色を

窺わせる。
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第 39図 各遺構出土の混入遺物 (1: 4) 
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第4章まとめと課題

第 6次調査の結果、豊島北遺跡に関する従前からの知見に加え、いくつかの新たな事実が判

明した。過去の調査成果を含め、現時点で想定される遺跡の動向などを含め概括したい。

弥生時代前期 豊島北遺跡から前期の土器が出土したのは今回が初見である。時期は I様式中

段階を前後する時期に相当する。土器は転磨や風化の痕跡を残すものが多い反面、残存状態が

比較的良好なものも多いことから、当調査区を含む至近の場所に集落が存在したことは明らか

である。地形から判断する限り、北方段正崖との聞が最も可能性の高い場所である。沖積低地

に所在する前期集落としては、勝部遺跡、小曽根遺跡があり、いずれも千里川、天竺川流域の

中心的な集落と目されるが、豊島北遺跡は両者の中間地点ともいうべき位置に所在する。今回、

二大河川流域以外の前期集落の存在をあらたに確認できたことに加え、野畑春日町遺跡や山ノ

上遺跡などと同様、前期の土器を出土しながら中期以降に継続しないなどの特徴を示し、当該

地域における農耕集落の定着過程をあらためて検討する材料を提示したものといえる。

弥生時代中期 前期同様、包含層からまとまりある数量の土器が出土した。様式的にはN様式

2'"'-'3段階(森田編年)を中心とする。第4次調査でもW様式後半の土器を伴う遺構が検出さ

れており、遺跡北東部に中期末を中心とした集落が所在したことは確実である。ただ、現資料

による限り存続期間は極めて限定され、前期集落や後期後半期以降の集落との連続性は認め難

い。短期の居住が想定される当集落の成立の契機として分村が想定されるが、千里川流域の拠

点集落とみられる新免遺跡がW様式段階に集落規模を最大化させる点から、豊島北集落もまた

小曽根集落などからの分村を契機として成立したものである可能性が高い。この中期末におけ

る低地集落の北への志向は、その後段丘上に成立する曽根遺跡後期初頭集落への過渡的様相と

しても捉えうる。台地南端部における突知ともいうべき曽根集落成立の背景を考えるに際し、

豊島北遺跡の中期集落の動向には今後とも注視する必要がある。

弥生時代後期後半~終末期 これまでに実施した第 1、2、4次調査において井戸、士坑、溝

など生活遺構を確認し、さらに今次調査で井戸等を検出したことにより、遺跡北東部を中心に

当該期集落の所在が確実視されることとなった。一方、第 3次調査で複数の円形周溝墓が検出

されていることを勘案すると、段正崖を控える北方に生活領域、南部に埋葬領域を想定するこ

とが可能となる。また、遺跡東方に接する服部遺跡でも前方後円形周溝墓を含む大規模集落の

所在が知られ、両者には密接な関係が想定される。集落としての一体性の評価はなお今後の調

査の進展に委ねられようが、段丘崖直下という共通した地形条件、ならびに山陰系や北近畿系

の土器の出土という事実を踏まえるなら、東西方向に想定される「道」を介し、有機的につな

がる一連の集落であった可能性は高い。

なお、服部遺跡では弥生時代後期後半~終末期に当地域でも有数の集落や墓域が存在したに

もかかわらず古墳時代集落に継続しない。同じことは当遺跡についても指摘でき、古墳時代前

期に継続する穂積、利倉西、小曽根の各集落とは対照的なあり方を見せる。古墳時代開始期の

変動が各地域、各集落に与えた影響は一様で、なかったことを示している。

F
h
u
 



古墳時代中期 包含層(第 5層)を中心に TK208"'-' 23型式の須恵器、土師器、製塩土器等が

出土した。須恵器は、所属する時期や胎土、色調の特徴から陶邑産の可能性が高い。一方、土

師器では須恵器技法を導入した壷、蓋、高杯のほか、甑、タタキを残す輩、円筒型土器など、

いわゆる韓式系の土器を含む。半島色の強い土器組成とともに、製塩土器の出土は、猪名川河

岸に位置する河津の可能性の高い上津島遺跡、利倉西遺跡などとも共通する。市域ではほかに

も穂積遺跡、北条遺跡、新免遺跡、蛍池東遺跡など同時期の遺跡が散見され、当該期、沖積低

地や台地上一帯へ集落の分布が拡大する。大型倉庫を含む掘立柱建物群が検出された蛍池東遺

跡を除くと、いずれも小規模な集落とみられるが、一方において、須恵器や製塩土器の出土は、

古墳時代中期における分業生産や流通を前提とせずには考えがたい。巨大古墳の造営、さらに

は列島内外の諸関係をみるとき、生産性向上など政権基盤の安定確保は政権にとって不可避な

課題であったとみられる。政権と親和性の高い桜塚古墳群の所在とともに、政治的ヒエラル

ヒーの末端に組み込まれた単位集落の広範な出現を物語るものと理解したい。豊島北遺跡もそ

うした集落のーっと推定されるが、今回、建物の存在を示す数個の柱穴を検出するにとどまり、

集落としての具体像の解明は今後の調査に期したい。

飛鳥・奈良時代 第 5層上面を検出面とする建物が 4棟検出された。うち正方位の建物4は 8

世紀に属する。最大規模をもっ 3問X7間以上の建物 2の時期は、柱穴の重複関係から建物 4

に先行するが、柱穴に含まれる遺物は極めて少なく、第 5層の下限の時期である 7世紀中葉か

ら8世紀までの時期幅の中で捉えざるを得ない。建物 1、3も同様である。とくに建物 2は、

当該期の建物としても規模が大きく、建物 1などとともに一定規模の建物群を構成し、その中

心的な建物であった可能性が高い。かかる建物群出現の背景については、第4層~第 5層上層

から出土した 7世紀の遺物が参考となる。中でも第 34図9の土師器高杯などは明らかに在地

産ではなく、難波宮出土のものと共通し、他の杯類も同様である。かりに建物 2が7世紀の所

産とすれば、律令的な様相をもっこれらの土器が、単に生産地を共有するというにとどまらず、

在地と宮都の政治的な関係を直接明らかにするものとしての評価を可能にする。ただし、現時

点、で建物群の時期が明確でない以上、一つの見通しとして述べておくにとどめたい。

つぎ、に建物群の方位について。 8世紀の建物4が正方位であるのに対し、それ以前の建物は

西に軸を振り、正方位を採用しない。正陵上の建物が方位を地形に合わせることは一般的にみ

られるが、沖積低地にあって後の条里につらなる土地区画への志向が全く認められないことに

留意する必要がある。このことは、小曽根遺跡第四次調査の小区画水田(7世紀)も、正方

位を採らず西へ 18度振ることと同じ位相にあるものとして評価できる。一方、第 3次調査の

9世紀建物や今次調査の建物 5 (10世紀)も方位を西に振ることから、 8世紀の正方位志向

は突出している。いずれにせよ、当地域における本格的条里区画の施行は 11世紀を待たねば

ならない。

平安時代 10世紀の建物 1棟を検出した。単独の検出であることや、包含層、各遺構から出

土した遺物の中に 10世紀以降のものは極めて少ないことから、集落としての継続期間はさほ

ど長くなかったものと推定される。また、当遺跡における 9'"'-'10世紀の様相は、 3次、 5次

調査の 9世紀、 5次調査の 10世紀があり、地点により微妙に時期、様相が異なる。従前の知

見を勘案すると、当遺跡内に相当規模の集落が展開していたとはみなしがたい状況である。
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建物5以後、当地点は耕作地に変化してし、く。第5層上面で検出した耕作関係の溝は、いず

れも第4層と同質の埋土で覆われており、第4層自体が集落廃絶以後の耕作土であることは明

らかである。第4層の遺物で最も新相を示すものが建物 5と同じ 10世紀(黒色土器A類など)

の所産であり、それ以後のものを全く含まないことから、建物 5の廃絶とほぼ同時に耕地に転

換した可能性が高い。

耕作に関係する溝は方位から 2つのグループ。に分かれるo 正方位を採用するもの(溝上 2、

5"-'9) と、正方位からやや西に振るもの(溝 3、4) である。出土遺物が少なく時期は限定

できないが、後者は建物 5と方位を概ね共通にすることから、建物廃絶直後の耕作溝とみるこ

とができる。したがって、 10"-' 11世紀、当地点では集落廃絶後、一気に条里型の耕作プラン

が施行されたのではなかったようである。

なお、今回検出した溝 1は、その規模と方位性から単なる耕作溝ではなく明らかに条里プラ

ンに基づく区画溝と理解され、後の近世水田区画、近現代の土地境界として永く存続した。さ

らに、延長を南にたどると第 3次調査で検出された南北の溝につながる可能性が高く、当地周

辺の基幹的な区画ライン(水路)として機能した可能性が高い。ただ、第 40図にも示すよう

に、その走行ラインは必ずしも航空写真や地形図から想定された坪境とは一致せず、しいてい

えば、坪東西のほぼ中央付近にあたる。その性格の解明は今後の調査に委ねたい。

遺跡の立地とその成因について 最後に、当遺跡の立地と成因についてみておきたい。遺跡北

部の段丘端部の状況を明治 18年の仮製地形図で見ると、遺跡のすぐ北側の段丘崖を東西に分

けるように幅約 80mの開析谷の存在が注意を引く。芦田ヶ池と呼ばれるため池があったとこ

ろで、現在、池は一部を残し埋め立てられ、公民館やホールなどの公共施設が建設されている。

3つの枝谷から水を集めるこの谷は、豊中台地末端の浸食地形の一つで、あり、同様な谷地形は

曽根、原田、同町南などにも認められる。

芦田ヶ池の構築時期は不明で、あるが、石蓮寺村の山ヶ池が春日社荘園垂水西牧の経営に絡ん

で 15世紀前半には史料中に現われることから、この池についても 15世紀頃には存在した可能

性が高い。さらに、中世後期以降、猪名川を取水源とし、豊島南部地域の基幹水路として重要

な位置を占めた九名井(原田井)が、段丘縁辺を流下しながら先の開析谷の西側、曽根村付近

で南側に流路を変え、天神池と称される池(豊島公園南西部)に落ちたあと、さらに南方の水

田に用水を供給した。

このように、ため池や基幹水路による広域開発が行われた中世以降はともかくとしても、千

里川、天竺川の二大河川のいずれの水系にも直接的に属さず、しかも九名井成立以前の豊島北

遺跡の成因を考える際に、先の開析谷の存在は示唆的である。調査事例は少ないが、第2次調

査で検出された水路のうち一つはこの谷へつづくとみられることから、弥生時代後期後半~終

末期において、この谷の沢水を生活用水や濯概用水として利用した可能性は十分に考えられ

る。弥生時代前期集落、中期集落についても、谷の沢水が有効な資源として活用され、このこ

とが遺跡成立の要因のーっともなった可能性を想定しておきたい。

以上、いくつかの課題について述べてきた。多彩な内容をもっ豊島北遺跡、の性格を明らかに

するには、なお数次にわたる調査事例の蓄積が侠たれるところである。そうした中でも、弥生
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時代前期集落の新たな確認と、 7"-'8世紀とみられる大型建物の存在が明らかになったこと な

どは、市域の歴史を物語るうえでも極めて重要な資料となるものである。今回の調査成果が、

今後の地域研究に活用されることを期待したい。

第 40図 第3次・第6次調査地点と条理復元ライン (1・2，500) 

※第 3次調査地点北端で検出した東西の溝に相当するラインは、七条と十一条の里境とみる見解のほか、南出

真助氏の指摘にみる古道の痕跡に相当する可能性もある(南出真助「条理地割に斜交する直線道路についてJ~ア

ジアの歴史と文化Jl1997 追手門学院大学東洋文化学会編)
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